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富
良
野
市
は
、
総
面
積
の
約
７
割

が
山
林
に
覆
わ
れ
、
こ
の
う
ち
２
２

７
・
　

挨
の
面
積
を
誇
る
東
大
演
習

１６

林
（
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科

学
研
究
科
附
属
演
習
林
北
海
道
演
習

林
。
以
下
「
東
大
演
習
林
」
と
略
し

ま
す
）
は
、
北
方
林
業
や
、
林
学
の

教
育
・
研
究
を
目
的
と
し
て
、
明
治

　
年
（
１
８
９
９
年
）
に
創
立
さ
れ

３２ま
し
た
。
こ
の
間
、
独
自
の
「
林
分

施
業
法
」
と
い
う
森
林
管
理
方
式
に

よ
る
、「
環
境
保
全
」
と
「
森
林
資
源

の
利
用
」
を
両
立
し
た
取
り
組
み
は

国
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
と
東

大
演
習
林
は
、
森
林
及
び
地
域
に
関

す
る
分
野
に
お
い
て
双
方
の
発
展
の

た
め
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
　
年
６
月
　
日
に
「
地
域
交
流

１６

２４

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
自
然

保
護
、
森
林
保
全
、
森
林
教
育
、
森

林
動
植
物
の
研
究
及
び
森
林
を
巡
る

歴
史
・
文
化
の
保
全
と
継
承
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
　
年
に
一
般
開
放
さ
れ
た
「
神

１９

社
山
自
然
観
察
路
」
で
、
営
利
目
的

で
の
使
用
が
明
ら
か
と
な
り
、
神
社

山
が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
　２６

年
に
制
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
に
も
と
づ
く
地
方

創
生
に
向
け
て
、
貴
重
な
地
域
資
源

で
あ
る
「
東
大
演
習
林
」
を
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
た
め
に

活
用
し
、
さ
ら
に
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
森
林
環
境
教
育
の
推
進
と
、

地
域
学
習
に
よ
る
郷
土
愛
を
醸
成
す

る
た
め
、
平
成
　
年
１
月
　
日
に
「
交

２８

１３

流
に
関
す
る
協
定
」
を
改
訂
・
調
印
。

現
在
、
次
年
度
以
降
か
ら
市
内
の
す

べ
て
の
小
中
学
校
で
実
践
を
め
ざ
し

て
い
る
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
必
要
と
な
る
森

林
ガ
イ
ド
の
発
掘
・
育
成
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
１
月
、
富
良
野
市
は
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林
と
「
交
流
に

関
す
る
協
定
」
を
改
訂
・
調
印
し
、
現
在
、
教
育
機
関
や
関
係
団
体

が
協
定
に
も
と
づ
き
、
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
森
林
ガ
イ

ド
の
発
掘
・
育
成
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
  拶
４
２
‐
２
４
０
７

▲今年１月１３日、「交流に関する協
定」の改訂・調印を記念し、固い握
手を交わす東大演習林の鎌田林長と
能登市長

再再起起のの誓誓いい特 集
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罫
子
ど
も
た
ち
の
気
づ
く
力
や
　
　

　
発
見
す
る
力
を
養
い
ま
す

　
　
東
大
演
習
林
で
子
ど
も
た
ち
に

　
森
林
体
験
な
ど
の
学
習
機
会
を
提

　
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
の
生

　
活
で
は
体
験
す
る
こ
と
が
少
な
く

　
な
っ
た
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

　
じ
て
、
気
づ
き
や
発
見
す
る
力
を

　
養
い
ま
す
。

　　
《
主
な
取
り
組
み
》

　
　
森
林
の
働
き
や
生
物
多
様
性
、

　
生
き
物
と
環
境
の
関
わ
り
な
ど
を

　
学
び
ま
す

　
◆
小
中
学
生
共
通

　
　
自
然
体
験
・
活
動
か
ら
学
び
、
生

　
活
と
森
林
と
の
関
わ
り
に
気
づ
く

　
力
を
養
い
ま
す
。

　
◆
中
学
生
　

　
　
東
大
演
習
林
が
取
り
組
ん
で
い

　
る
森
林
環
境
の
保
全
と
持
続
的
な

　
木
材
生
産
の
考
え
方
（
林
分
施
業

　
法
）
を
知
り
、
暮
ら
し
と
環
境
保

　
全
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

茎
郷
土
愛
の
育
み

　
　
東
大
演
習
林
な
ど
、
地
域
学
習

　
を
通
じ
て
、
地
元
富
良
野
に
対
す

　
る
郷
土
愛
を
育
み
ま
す
。

メ　モ

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」
の
「
ひ
と
を

つ
な
ぐ
富
良
野
戦
略
」
に
森
林
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

罫
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践

　
開
発
し
た
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
平
成
　
年
度
以
降
、
市
内
の
す

２９

べ
て
の
小
中
学
校
（
各
校
所
定
の
学

年
）
で
実
践
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
の
ガ
イ
ド
役
と
な
る
指
導
者

は
、
こ
の
事
業
で
発
掘
・
育
成
し
た

森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
ガ
イ
ド
や
北

海
道
教
育
大
学
旭
川
校
の
学
生
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
試
行
期
間
と
位
置
づ
け
、
北
海
道

教
育
大
学
旭
川
校
の
協
力
を
得
て
、

開
発
段
階
の
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
モ
デ
ル
校
で
試
行
し
て
い
ま
す
。

　
３
つ
の
目
的

　
１
月
に
改
訂
・
調
印
し
た
「
交
流

に
関
す
る
協
定
」
に
も
と
づ
き
実
施

す
る
「
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進

事
業
」
は
、
市
と
東
大
演
習
林
で
同

意
し
た
、
次
の
３
つ
の
目
的
が
あ
り

ま
す
。

繋
東
大
演
習
林
の
教
育
的
活
用

　
　
地
域
資
源
で
あ
る
東
大
演
習
林

　
を
教
育
目
的
に
限
っ
て
、
活
用
し

　
て
い
き
ま
す
。

　
《
主
な
取
り
組
み
》

東
大
演
習
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

　
教
育
目
的
で
市
内
の
す
べ
て
の
小

　
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　
有
効
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
５
つ
の
事
業

　
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業

の
３
つ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

今
年
度
か
ら
次
の
５
つ
の
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

繋
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

　
小
中
学
校
の
学
習
単
元
に
対
応
し

た
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
東
大
演

習
林
、
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
理

科
教
育
教
室
と
連
携
し
な
が
ら
、
開

発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
開
発
段
階
の
留
意
事
項

虚
小
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
と
単

　
元
に
対
応
し
た
内
容
の
プ
ロ
グ
ラ

　
ム
の
開
発

許
観
察
や
体
験
を
重
視
し
た
科
学
的

　
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

距
事
前
学
習
→
野
外
活
動
→
振
り
返

　
り
の
流
れ
で
学
び
、
子
ど
も
た
ち

　
の
気
づ
き
を
促
し
、
理
解
を
深
め

　
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

鋸
安
全
に
十
分
配
慮
し
た
プ
ロ
グ
ラ

　
ム
の
開
発

漁
次
の
事
項
を
遵
守
す
る
こ
と

　▲

営
業
行
為
で
の
利
用
は
さ
せ
な

　
　
い
こ
と

　▲

東
大
演
習
林
と
市
が
協
働
し
て

　
　
安
全
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と

　▲

林
業
の
生
産
現
場
で
あ
る
こ
と

　
　
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め

　
　
る
こ
と

再再起起のの誓誓いい特 集



4422001166--1111 FFuurraannoo

茎
森
林
ガ
イ
ド
の
発
掘
・
育
成

　
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
す

る
た
め
、
森
林
ガ
イ
ド
の
発
掘
と
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ガ
イ

ド
役
と
な
る
人
材
は
、
次
の
よ
う
な

人
物
像
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　◆
森
林
ガ
イ
ド
の
人
物
像

虚
東
大
演
習
林
の
森
づ
く
り
を
知
っ
て

　
い
る
人

許
富
良
野
の
自
然
や
動
植
物
な
ど
に

　
精
通
し
て
い
る
人

距
科
学
の
楽
し
さ
、
発
見
の
喜
び
を

　
伝
え
ら
れ
る
人

鋸
子
ど
も
た
ち
を
受
け
止
め
対
話
で

　
き
る
人

検
討
会
議
の
顔
ぶ
れ

【
行
政
・
教
育
委
員
会
】

虚
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

許
市
校
長
会

距
市
教
育
研
究
会
理
科
班

鋸
山
部
小
学
校
（
モ
デ
ル
校
）

漁
山
部
中
学
校
（
同
　
右
　
）

禦
樹
海
小
学
校
（
同
　
右
　
）

【
行
政
・
首
長
部
局
】

魚
市
農
林
課

亨
市
環
境
課

享
市
山
部
支
所

【
大
学
・
研
究
機
関
】

京
東
大
北
海
道
演
習
林

供
東
大
大
学
院
教
育
学
研
究
科
 

　
牧
野
 篤
教
授

侠
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

　
理
科
教
育
教
室

　
安
藤
 秀
俊
教
授

【
市
民
団
体
】

僑
演
友
会

兇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樹
海
の
会

競
富
良
野
市
民
環
境
会
議

共
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
部
ま
ち
お

　
こ
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

凶
一
般
社
団
法
人
富
良
野
デ

　
ザ
イ
ン
会
議
暮
し
ス
テ
ー

　
シ
ョ
ン

協
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
友
の
会

匡
富
良
野
の
自
然
に
親
し
む
会

漁
森
林
の
中
で
、
安
全
に
行
動
で
き

　
る
人

荊
フ
ィ
ー
ル
ド
の
環
境
整
備

　
東
大
演
習
林
神
社
山
自
然
観
察
路

を
安
全
に
利
用
し
て
い
く
た
め
、
危

険
木
除
去
、
歩
道
の
草
刈
、
市
道
の

整
備
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

蛍
市
民
の
学
習
機
会
の
充
実

　
神
社
山
自
然
観
察
路
で
、
市
民
が

学
習
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

協
議
し
、
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま

す
。

AA

企画・計画

評価・意見交換
 改 善

森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習プププププププププププププププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロログググググググググググググググググググググググググググググラララララララララララララララララララララララララララララ森林学習プログラムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業ののののののののののののののののののののののののののののの運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運　推進事業の運営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営

【市教育委員会【市教育委員会】】
・生涯学習センタ・生涯学習センターー

・ガイドの会・ガイドの会　　　

【 協 議 体【 協 議 体 】】
東大演習林、森林学  東大演習林、森林学習習

プログラム推進事業検討会  プログラム推進事業検討会議議

【首長部局【首長部局】】
農林課、環境 農林課、環境課課
【市民団体【市民団体】】
 樹海の樹海の会会、、自自然に親し然に親しむむ会会
暮しステーショ 暮しステーションン

・プログラム作・プログラム作成成
・ガイド養・ガイド養成成

プログラム実プログラム実践践
モデル校で試モデル校で試行行

東大演習 東大演習林林

北教大旭川 北教大旭川校校

PDCAサイクルとは
Plan（計 画）施Do（実 行）施 

Check（評 価）施Act（改 善）

学
校
（
教
員
・
児
童
・
保
護
者
）
・
地
域
住

学
校
（
教
員
・
児
童
・
保
護
者
）
・
地
域
住
民民CC

DDPP
説明

体験

意見

支援

監修 協力・助監修　 協力・助言言

協協力力

助助言言

 実 行

森林ガイドの発掘・育成の取り組み

　子どもたちを森林へ案内するガイド役を発
掘・育成するために、「ガイドの集い」を下記
のとおり開催するほか、定期的に集まって学
習していますので、その一部を紹介します。

▲

３月２７日鰹日 　１７人参加
　内　容　森林学習プログラムなどの事業概
　　　　　要やガイドとなる人物像などの説
　　　　　明。ガイドとなるために学びたい
　　　　　ことや知りたいこと、子どもたち
　　　　　に伝えたいことなどをグループワ
　　　　　ーキングして発表

▲

５月２０日鰹金 　９人参加
　内　容　神社山自然観察路において、初歩
　　　　　的な基礎・基本を学ぶとともに、東
　　　　　大演習林が進めている森づくりを
　　　　　はじめ、樹木の成長や繁殖、樹木
　　　　　と生物のつながりを学習

▲

６月７日鰹火 　１０人参加
　内　容　東大演習林の元講師である倉橋昭
　　　　　夫さんを招いて富良野地域の自然
　　　　　環境の概要や自然体験活動のフィー
　　　　　ルドなどを学習し、神社山で樹木
　　　　　について学ぶ

▲

６月２８日鰹火 　９人参加
　内　容　森の中で安全に楽しく活動するた
　　　　　めのリスクマネジメント研修

プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
会

  プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
会
議議

　　
２
月
　
日
に
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ

２５

ム
の
開
発
な
ど
、
５
つ
の
事
業
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
組
織
「
森
林
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業
検
討
会
議
」

を
発
足
し
、
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
に
は
、
行
政
機
関
や
教
育
委
員

会
を
は
じ
め
、
森
林
研
究
に
精
通
し

再再起起のの誓誓いい特 集

た
東
大
演
習
林
や
大
学
・
研
究
機
関
、

さ
ら
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
に
定
評

の
あ
る
市
民
団
体
を
含
む
、
合
計
　１９

団
体
の
英
知
を
結
集
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な

ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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◆
富
良
野
の
自
然
に
親
し
む
会
の
活
動

　「
富
良
野
の
自
然
を
、
誰
も
が
楽
し
み
な
が

ら
学
べ
る
機
会
を
つ
く
ろ
う
」
と
、
平
成
４

年
に
同
僚
と
東
大
演
習
林
の
職
員
３
人
で
、

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
設
立
当
初
か
ら
鳥

沼
公
園
に
生
息
し
て
い
る
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の

保
全
に
力
を
入
れ
、
最
近
で
は
、
こ
れ
ま
で

活
動
し
て
き
た
経
験
を
活
か
し
て
、
年
５
回

ほ
ど
「
自
然
に
親
し
む
集
い
」
を
開
催
し
た

り
、
富
良
野
の
自
然
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
博
物
館
と
共
同
で

小
冊
子
「
富
良
野
の
自
然
シ
リ
ー
ズ
」
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

◆
今
の
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
教
育

　
子
ど
も
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
る

と
、
残
念
な
こ
と
に
家
で
ゲ
ー
ム
な
ど
し
て

過
ご
す
時
間
が
増
え
、
外
で
伸
び
伸
び
と
遊

ん
で
動
植
物
や
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
原
因
は
、
子

ど
も
た
ち
の
そ
ば
に
い
る
「
大
人
の
理
科
離

れ
」
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
旭
川
教
育
大
学
の
非
常
勤
講
師
を
務

め
て
い
ま
す
が
、
学
生
た
ち
の
自
然
体
験
も

減
り
、
教
師
に
な
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
に
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
き
れ
ず
に
、
興
味

や
関
心
を
持
た
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
、
負
の

ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

◆
東
大
演
習
林
の
教
育
的
利
用
に
つ
い
て

　
大
き
く
２
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
１
つ
は
、「
大
人
の
理
科
離
れ
」
に
一

石
を
投
じ
、
学
校
の
先
生
た
ち
に
東
大
演
習
林

の
素
晴
ら
し
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
に
不
足
し
て
い
る
自
然
学
習
に

関
す
る
指
導
力
や
教
育
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
も
う
１
つ
は
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
で
、
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
富

良
野
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
、
自
然
の
し
く
み

に
目
を
向
け
る
理
科
好
き
の
子
ど
も
た
ち
が

増
え
、
何
よ
り
郷
土
を
愛
し
、
健
や
か
に
成
長

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

◆
検
討
会
議
委
員
と
し
て
の
意
気
込
み

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
行
に
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
や
指
導
役
の
旭
川
教
育
大
学
の
学
生
、

森
林
ガ
イ
ド
の
み
な
さ
ん
の
声
を
確
認
・
評

価
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
よ

り
良
い
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
よ
う
、

開
発
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

６月１９日６月１９日にに市制施行５０周年を記念して開催され市制施行５０周年を記念して開催されたた合同市合同市民見学会民見学会「東「東
京大学北海道演習林公開セミナー」で東大演習林が一般公開され京大学北海道演習林公開セミナー」で東大演習林が一般公開されたた

再再起起のの誓誓いい特 集

検討会議検討会議   
委員が語委員が語るる

森林学森林学習習

プログラプログラムム

 富良野の自然に親しむ会

 会長  永  盛  俊行さん（６３歳）
なが もり

 元高校の生物教諭。今年４月に
 ５人の共著で道内のチョウ１１６ 
 種を図鑑にした「完本北海道蝶 
 類図鑑」を出版するなど、動植 
 物の観察を通じて、自然環境へ 
 の理解、知識の普及啓発に取り 
 組んでいる。
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交
流
協
定
の
歩

交
流
協
定
の
歩
みみ

平
成
　
年
６
月
　
日

１６

２４

　「
地
域
交
流
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

平
成
　
年
５
月

１９

　
神
社
山
自
然
観
察
路
オ
ー
プ
ン

平
成
　
年
６
月

２１

　
神
社
山
自
然
観
察
路
の
営
利
目
的
で
の

　
使
用
が
明
ら
か
と
な
る

　平
成
　
年
１
月
　
日

２８

１３

　「
交
流
に
関
す
る
協
定
」
の
改
訂
・
調
印

平
成
　
年
２
月
　
日

２８

２５

　
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業

　
検
討
会
議

平
成
　
年
３
月
　
日

２８

２７

　
ガ
イ
ド
の
集
い

平
成
　
年
５
月
　
日

２８

２０

　
ガ
イ
ド
研
修
「
神
社
山
基
礎
学
習
会
」

平
成
　
年
５
月
　
日

２８

２４

　
自
然
観
察
路
の
安
全
確
認

平
成
　
年
６
月
７
日

２８

　
ガ
イ
ド
研
修

　「
富
良
野
地
域
の
森
林
を
学
ぶ
」

平
成
　
年
６
月
　
日

２８

１４

　
市
教
育
研
究
会
理
科
班
研
修

平
成
　
年
６
月
　
日

２８

１９

　
市
制
施
行
　
周
年
記
念
合
同
市
民
見
学
会

５０

　
「
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」

平
成
　
年
６
月
　
日

２８

２３

　
ガ
イ
ド
研
修
「
自
然
観
察
学
習
」

平
成
　
年
６
月
　
日

２８

２８

　
ガ
イ
ド
研
修
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

　
７
月
　
日
、
山
部
小
学
校
の
５
年

１４

生
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
森
林
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
試
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
案
内
役
は
、
北
海
道
教

育
大
学
旭
川
校
理
科
教
育
教
室
の
学

生
が
務
め
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
学
校
の
教
室
内
で
、
森

林
の
観
察
ポ
イ
ン
ト
や
東
大
演
習
林

に
関
す
る
解
説
、
入
林
の
心
構
え
な

ど
を
学
ん
だ
後
、
神
社
山
自
然
観
察

路
へ
移
動
。
子
ど
も
た
ち
は
目
を
閉

じ
て
林
内
の
音
に
耳
を
澄
ま
せ
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し
、
木
々
の

葉
が
風
で
擦
れ
合
う
音
や
鳥
の
鳴
き

声
、
虫
の
羽
音
な

ど
を
聞
き
分
け

て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
切
り
株
の
年

輪
を
数
え
た
り
、

切
り
株
の
周
り

に
芽
生
え
て
い

る
ト
ド
マ
ツ
の

稚
樹
の
樹
齢
を

調
べ
る
活
動
も

行
い
、
樹
木
の
成

長
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
最
後

に
、
林
道
で
さ
ま

ざ
ま
な
動
植
物

を

探

す

ネ

イ

チ
ャ
ー
ビ
ン
ゴ

を
２
人
１
組
で

行
い
、
多
種
多
様

な
生
き
物
が
生

息
し
て
い
る
こ

と
を
学
び
ま
し

た
。

 

 モ
デ
ル
校
・
山
部
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
試

モ
デ
ル
校
・
山
部
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
試
行行

～～

  今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
こ
の
間
、
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
・
試
行
し
て
き
ま
し
た
が
、

参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
の
人
数
に
応

じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま

え
、
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

や
、森
林
ガ
イ
ド
の
発
掘
・
育
成
な
ど
、

５
つ
の
事
業
の
進
捗
状
況
を
検
討
会

議
で
評
価
・
意
見
交
換
し
な
が
ら
、

次
年
度
以
降
に
市
内
の
す
べ
て
の
小

中
学
校
で
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
践
す
る
た
め
の
状
況
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

再再起起のの誓誓いい特 集
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平
成
　
年
７
月
６
日

２８

　
ガ
イ
ド
研
修
「
樹
木
博
士
に
挑
戦
」

平
成
　
年
７
月
　
日

２８

１４

　
山
部
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
行

平
成
　
年
７
月
　
日

２８

２７

　
ガ
イ
ド
研
修
「
森
林
学
習
基
礎
講
座
」

平
成
　
年
８
月
３
日

２８

　
ガ
イ
ド
研
修
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ビ
ン
ゴ
」

平
成
　
年
８
月
　
日

２８

１９

　
ガ
イ
ド
研
修
「
樹
木
学
習
会
」

平
成
　
年
８
月
　
日

２８

２５

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
行
準
備
活
動

　「
樹
海
小
学
校
校
庭
の
葉
っ
ぱ
標
本
つ
　

　
く
り
」

平
成
　
年
８
月
　
日

２８

３０

　
市
制
施
行
　
周
年
記
念
講
演
会

５０

　
「
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林
の
林
分
施
業
法
」

平
成
　
年
９
月
８
日

２８

　
富
良
野
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
行

平
成
　
年
９
月
　
日

２８

１７

　
ガ
イ
ド
研
修
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

平
成
　
年
９
月
　
日

２８

２８

　
ガ
イ
ド
研
修
「
樹
木
博
士
に
挑
戦
」

平
成
　
年
　
月
　
日

２８

１０

１３

　
樹
海
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
行

　平
成
　
年
度
以
降

２９

　
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
森
林
学
習

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
予
定

　
山
部
に
は
、
山
や
川
が
身
近
に
あ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
は
、
と
て

も
良
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、

山
部
か
ら
東
山
、
麓
郷
に
広
が
る
東
大

演
習
林
は
、
そ
の
規
模
や
、
天
然
林
と

動
植
物
の
共
存
と
い
う
面
で
は
、
本
州

の
植
林
さ
れ
た
森
林
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
、
圧
倒
的
な
自
然
環
境
で
す
。

私
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
で
生
ま
れ
育

ち
、
家
の
近
く
の
森
で
友
だ
ち
と
バ
ッ

タ
や
セ
ミ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の
昆
虫

採
集
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。で
も
、

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
近
く
に
自
然
が

あ
っ
て
も
、
こ
う
し
た
経
験
や
遊
び
を

す
る
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
山
部
太
陽
の
里

の
自
然
も
素
晴
ら
し
く
、

キ
ノ
コ
採
り
や
ク
リ

拾
い
、
ゆ
う
ふ
れ
川

で
の
ニ
ジ
マ
ス
や

ア
メ
マ
ス
釣
り
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
を
飽
き

さ
せ
な
い
遊
び
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
自
然
散
策
路
も
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
散
策
路
は
元
演
習
林
講
師

の
倉
橋
先
生
な
ど
、
山
部
の
自
然
に
魅

せ
ら
れ
た
人
が
中
心
と
な
っ
て
、
草
刈

り
な
ど
の
維
持
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

私
も
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
２
人
の
息

子
を
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
作
業
中
に
息
子
た
ち
は
昆
虫
を

採
集
し
、
虫
の
名
前
や
植
物
の
種
類
を

調
べ
て
、
私
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

息
子
た
ち
を
ほ
め
て
あ
げ
る
と
、
ま
た

別
の
動
植
物
の
名
前
や
種
類
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
親
子
の
コ

ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
太
陽
の
里
の

自
然
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

　
自
然
や
動
植
物
を
後
世
に
伝
え
て

い
こ
う
と
す
る
伝
道
師
の
よ
う
な
人

も
富
良
野
に
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
普

段
の
生
活
で
は
、
身
近
過
ぎ
て
見
過
ご

し
て
い
る
富
良
野
の
自
然
を
、
子
ど
も

た
ち
が
こ
う
し
た
人
と
接
し
た
り
、
森

林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
気
づ

く
よ
う
に
な
れ
ば
、
富
良
野
を
好
き
に

な
る
子
ど
も
た
ち
も
増
え
、
そ
の
子
ど

も
た
ち
が
、
ま
た
次
の
世
代
に
魅
力
を

伝
え
て
い
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
が
学
校
の
教
室
で
学
ん

だ
り
経
験
で
き
な
い
多
く
の
こ
と
を
、

教
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
思
う
と
完
成
が
楽
し
み
で
す
。
将
来

的
に
は
、
一
般
の
親
子
も
気
軽
に
森
林

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

井上 弘行さん（４６歳）
 森林学習プログラムの試行に
 参加した山部小５年生の保護者

保護者が語保護者が語るる

森林学森林学習習

プログラプログラムム

教科書教科書でで

すべては学べなすべては学べないい

～～
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変
わ
る
よ

変
わ
る
よ
！！

　
 　
　
 幼
稚
園
の
利
用
手
続

幼
稚
園
の
利
用
手
続
きき

私
立
幼
稚
園
が
「
新
制
度
」
に
移
行
し
ま
す

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
、
市
内
の
４
つ
の
私
立
幼
稚
園
が
、
国
が
推
進
す
る

２９

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
に
も
と
づ
く
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

（
以
下
『
新
制
度
』
と
略
し
ま
す
）」
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

　
私
立
幼
稚
園
が
新
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
幼
稚
園
で

実
施
さ
れ
て
き
た
一
時
預
か
り
事
業
（
預
か
り
保
育
）
は
拡
充
さ
れ
、
平
日

は
午
後
６
時
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
４
月
に
新
制
度
に
移
行
す
る
幼
稚
園
に
、
子
ど
も
を
通

２９

わ
せ
る
場
合
は
、
市
か
ら
「
支
給
認
定
の
区
分
（
表
１
）」
に
も
と
づ
き
１
号

の
支
給
認
定
を
受
け
て
、
市
が
条
例
で
定
め
る
「
利
用
者
負
担
額
（
表
２
）」

を
納
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
幼
稚
園
の
利
用
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
。　
　
　

　
　
　
鰹問 
こ
ど
も
未
来
課
　
拶
３
９
‐
２
２
２
３

幼
稚
園
の
一
時
預
か
り
事
業
の
拡
充

平
日
・
午
後
６
時
ま
で

変わるよ！

預かり保育
H29.4月～

表１　支給認定の区分

慈
恵
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

富
良
野
清
徳
学
園
み
ど
り
幼
稚
園

富
良
野
 聖
  園
 幼
稚
園

み
 
そ
の

ル
ン
ビ
ニ
幼
稚
園

２号認２号認定定

 年　齢 

利用する
サービス

利用する

施　設

認定区分

教教 育育

 ３号認３号認定定１号認１号認定定

満３満３歳歳未満未満
・ ・

満３満３歳歳以上以上
・ ・

？？これからこれから一一体体
どうなるどうなるのの
ここれれかからら一一体体
どどううななるるのの

僕僕 たたちち   ・・  私私たたちち僕僕たたちち・・私私たたちち

新制度の
　メリットって？

私の保育料は
　どうなるの？

満３歳未満の僕は
３号認定かな？

平成２９年
４月から

僕は幼稚園希望、
１号認定を受ける！

保保 育育

地
域
型
保
育
（
生
後
６
カ
月
か
ら
２
歳
児
ま
で
）

　
保
育
施
設
ピ
ッ
コ
ロ
ガ
ー
デ
ン

　
㈱
J
A
W
A
き
ら
き
ら
保
育
園
富
良
野

※
平
成
　
年
　
月
１
日
現
在

２８

１０

保
育
所
（
生
後
６
カ
月
か
ら
５
歳
ま
で
）

　
虹
い
ろ
保
育
所

へ
き
地
保
育
所
（
２
歳
児
か
ら
５
歳
ま
で
）

　
山
部
保
育
所
・
東
山
保
育
所

　
あ
お
ぞ
ら
保
育
所

※上記以外の認可外保育所などの利
　用手続きに変更はありません。
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新新制制度度にに移移行行後後のの
私私立立幼幼稚稚園園のの利利用用手手続続きき

  ステップ１  　《１２月上旬ごろ》

幼稚園に次の書類を提出します

　虚入園申込書　

　許支給認定申請書

  ステップ２  　

幼稚園から入園の内定を受けます

  ステップ３  

幼稚園から市に「支給認定申請書」が提出され

ます

 ステップ４  

市から保護者へ「支給認定証」「利用者負担額決

定通知書」を交付します

  ステップ５  

私立幼稚園に入園

　
保
育
料
は
、
こ
れ

ま
で
幼
稚
園
ご
と
で
定

め
ら
れ
て
い
た
金
額
を
保

護
者
が
幼
稚
園
に
支
払
い
、

そ
の
後
、
市
が
私
立
幼
稚
園

就
園
奨
励
費
を
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
保
護
者
に
交

付
し
て
き
ま
し
た
。
新
制
度

で
は
、
市
の
条
例
で
定
め
る

利
用
者
の
世
帯
所
得
に
応

じ
た
「
利
用
者
負
担
額
（
表

２
）」
を
納
め
る
よ
う
に
な

り
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
 支
給
認
定
申
請
は
ど
こ
で
行
え

ば
良
い
で
す
か

Ａ
 幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も

の
場
合
は
、
幼
稚
園
を
通
じ
て
手
続

き
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
幼
稚
園
に
入

２９

園
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
幼
稚
園

を
経
由
し
て
申
請
し
ま
す
。

Ｑ
 保
育
料
は
ど
う
な
り
ま
す
か

Ａ
 新
制
度
に
移
行
す
る
幼
稚
園
の

保
育
料
は
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て

国
が
定
め
た
金
額
を
上
限
に
、
市
町

村
が
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
富

良
野
市
で
は
、
市
内
私
立
幼
稚
園
の

保
育
料
な
ど
を
参
考
に
、
所
得
に
応

じ
た
利
用
者
負
担
額
を
表
２
の
と
お

り
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。 

Ｑ
 預
か
り
保
育
を
利
用
し
、
午
後
６

時
ま
で
に
子
ど
も
を
迎
え
に
行
け
な

い
場
合
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
で
す
か

Ａ
 富
良
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
通
称
「
フ
ァ
ミ
サ

ポ
」）
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

事
前
に
会
員
登
録
が
必
要
で
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
は
、
利
用
料

（
平
日
・
　
分
３
０
０
円
）
が
必
要
に

３０

な
り
ま
す
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
で
は
、
支

援
し
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
子

ど
も
を
幼
稚
園
ま
で
迎
え
に
行
っ
て

く
れ
た
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
自
宅
で

保
育
し
て
く
れ
る
な
ど
、
会
員
相
互

で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　
　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
３
１
０
０

Ｑ
 共
働
き
の
世
帯
で
「
教
育
時
間

（
１
日
４
時
間
）」
を
超
え
て
、
幼
稚

園
を
利
用
で
き
ま
す
か

Ａ
 一
時
預
か
り
事
業
（
預
か
り
保

育
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
幼
稚
園

を
利
用
で
き
ま
す
。
新
制
度
に
移
行

す
る
幼
稚
園
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

市
か
ら
１
号
認
定
を
受
け
、
各
幼
稚

園
が
実
施
す
る
「
一
時
預
か
り
事
業

（
預
か
り
保
育
）」
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
平
日
は
午
後
６
時
ま
で
預

か
り
保
育
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
幼
稚
園
に
よ
っ
て
は
、
早

朝
や
土
曜
日
、
長
期
休
業
中
の
「
一

時
預
か
り
事
業
（
預
か
り
保
育
）」
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
実
施
内
容
や

時
間
、
料
金
な
ど
は
、
各
幼
稚
園
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利用者負担額推定年収区　分

　  　０円/月額―生活保護世帯

 　１,５００円/月額～２７０万円市民税非課税世帯

 　８,１００円/月額～３６０万円７７,１００円以下
市
民
税
所
得
割
課
税
額
世
帯

　１２,３００円/月額～６８０万円２１１,２００円以下

　１９,４００円/月額６８０万円～２１１,２０１円以上

表２　１号認定の利用者負担額

変わるよ！

保育料
H29.4月～

　
「
保
育
料
」
か
ら
　
　

　
「
利
用
者
負
担
額
」
へ

みみ
なな
ささ
んん
のの

疑疑
問問
にに
おお
答答
ええ
しし
まま
すす

変わるよ！

利用手続き
H29.4月～

元
気
に
通
う
ゾ
！ ※多子世帯、ひとり親世帯などには別途負担軽減措置があり

　ます（例：第２子は半額、第３子以降は無料など）。
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市
功
労
表
彰
　

【
功
労
表
彰
】

　
　
自
治
功

自
治
功
労労

　　　
昭
和
　
年
に
山
部
商
工
会

６２

青
年
部
長
に
就
任
以
来
、
平
成

　
年
ま
で
通
算
　
年
の
永
き

２７

２４

に
わ
た
り
、
同
理
事
、
副
会
長
、

会
長
を
歴
任
。
こ
の
間
、「
や

ま
べ
ゆ
き
ん
こ
ま
つ
り
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
創
設
や
商
工
会

組
織
の
広
域
連
携
「
南
富
良

野
・
占
冠
・
山
部
商
工
会
広
域

連
携
」
を
締
結
さ
せ
る
な
ど
、

山
部
地
域
の
振
興
及
び
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

市
文
化
団
体
協
議
会
　

文
化
功
労
賞
・
奨
励
賞

【
文
化
功
労
賞
】

　
富
良
野
吹
奏
楽
団

　
平
成
２
年
に
団
を
設
立
し
て
以
来
、

市
民
総
合
文
化
祭
や
公
民
館
フ
ェ
ス

タ
、
北
海
へ
そ
祭
り
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
定
期
演
奏

会
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
。
ま
た
、
団
員
自
ら
沿
線
の
中
学

校
や
高
校
に
出
向
き
演
奏
指
導
す
る

な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
に
定
期

的
に
出
演
し
、
市
民
に
音
楽
の
楽
し

さ
を
伝
え
る
な
ど
、
地
域
の
文
化
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
富
良
野
混
声
合
唱
団

　
昭
和
　
年
に
団
を
発
足
し
て
以
来
、

５５

公
民
館
フ
ェ
ス
タ
や
市
民
総
合
文
化

祭
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
や
　
周
年
コ
ン

３５

サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
。
ま
た
、
作
曲

家
の
新
実
徳
英
先
生
を
東
京
か
ら
招

き
、「
白
い
う
た
、
青
い
う
た
コ
ン

サ
ー
ト
」
に
参
加
し
た
り
、
社
会
福

祉
施
設
の
慰
問
・
交
流
を
続
け
て
い

る
。
　
５
年
前
の
東
日
本
大
震
災
後
は
、

「
被
災
地
石
巻
市
に
ピ
ア
ノ
を
贈
ろ

う
」
の
実
行
委
員
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
に
取
り
組
む
な
ど
地

域
の
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
表
彰
条
例
に
も
と
づ
く
「
功
労
表
彰
」
と
富
良
野
市
文
化

団
体
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
る
「
文
化
功
労
賞
・
文
化
奨
励
賞
」
の

表
彰
式
が
　
月
３
日
に
行
わ
れ
、
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

１１

※
年
齢
は
８
月
１
日
現
在

　
　
社
会
福
祉
功

社
会
福
祉
功
労労

　　
平
成
７
年
か
ら
平
成
　
年
２８

ま
で
、　
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

２１

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権

啓
発
、
人
権
相
談
な
ど
の
活
動

や
、
男
女
共
同
参
画
社
会
及
び

青
少
年
問
題
の
啓
発
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

髙井 敏子さん ７７歳

富良野吹奏楽団

平賀 周一さん ６６歳

功功
績績
を
た
た

を
た
た
ええ
てて

富良野混声合唱団東山カラオケ会

【
文
化
奨
励
賞
】

　
安
達
 直
子
さ
ん
 　
歳
６５

　
　
　
　
　
　
　
　
過
去
に
企
画
し

　
　
　
　
　
　
　
た
「
杜
子
春
」
の

　
　
　
　
　
　
　
経
験
を
活
か
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
文
化
協
会
会
員
な

　
　
　
　
　
　
　
ど
で
「
オ
ズ
の
魔

　
　
　
　
　
　
　
法
使
い
」
を
平
成

７
年
に
企
画
し
、
多
く
の
市
民
に
声

か
け
を
行
い
市
民
総
合
文
化
祭
で
初

め
て
発
表
す
る
。
ま
た
、
舞
台
芸
術

に
触
れ
る
環
境
づ
く
り
に
尽
力
し
、

文
化
会
館
や
山
部
小
学
校
で
活
動
を

行
う
な
ど
、
市
民
に
演
劇
の
魅
力
や

楽
し
さ
を
伝
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
沿
線
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
も
招
か
れ
、
司
会
を
務
め
る
な
ど
、

地
域
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
永
き
に

わ
た
り
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
山
カ
ラ
オ
ケ
会

　
市
民
講
座
を
機
に
平
成
　
年
　
月

１７

１２

に
東
山
カ
ラ
オ
ケ
会
を
　
人
で
発
足

１４

し
て
以
来
、
現
在
は
　
人
の
会
員
で

１０

　
月
か
ら
３
月
ま
で
毎
週
１
回
の
練

１０習
の
ほ
か
、
市
民
総
合
文
化
祭
、
森

の
小
さ
な
音
楽
祭
、
東
山
地
域
の
お

祭
り
、
富
良
野
地
区
文
化
団
体
交
流

会
、
公
民
館
フ
ェ
ス
タ
や
各
地
の
カ

ラ
オ
ケ
大
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
、
寿
光
園
を
慰
問
し
な
が
ら
交
流

の
場
を
広
げ
る
な
ど
、
地
域
の
文
化

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
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【受付時間】
  午前６時３０分
　　　～10時３０分
 ※受診時間については、 
　 こちらで調整させてい
　 ただくことがあります

東山支所１１月１０日鰹木 

山部福祉センター１１月１８日鰹金 

保健センター
１１月１１日鰹金 ～１３日鰹日 
　　１９日鰹土 ～２１日鰹月 

  ◆若年者健診（２０歳～３９歳）……………………　無料

  ◆特定健診（４０歳～７４歳の国保加入者）………　無料

  ◆後期高齢者健診（７５歳以上）…………………　無料

  ◆胃がん検診（４０歳～７９歳） ………………　1,５00円

  ◆肺がん検診（４０歳以上）…………………… 　５00円
  　※ 喀  痰 検査は別途５００円かかります。

かく たん

  ◆大腸がん検診（４０歳以上） ………………　1,000円

  ◆前立腺がん検診（５０歳以上） ……………　1,000円

  ◆肝炎ウイルス検診（過去に検査を受けたことがなく 　
　   年度内に、４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０・７５歳にな　
　　る方）　…………………………………………　無料

  ◆エキノコックス症検診（小学３年生以上） …………　３00円
  　※１８歳以下の方は無料です。５年に１回の受診となります。

  ◆新規ピロリ菌検査（２０歳以上）   …………　1,000円

　
鰹問 
保
健
医
療
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
拶
３
９
‐
２
２
０
０

　
秋
が
深
ま
り
、
も
う
す
ぐ
冬
を

迎
え
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
体
調

に
お
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
体
調
の
変
化
に
気
が
つ
い
て

い
て
も
、
「
加
齢
の
せ
い
」
と
簡

単
に
片
づ
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

「
少
し
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る

け
れ
ど
、
病
院
を
受
診
す
る
程
で

は
な
い
」
と
放
っ
て
お
い
て
は
い

ま
せ
ん
か
。

　
　
月
は
、
今
年
度
最
後
の
集
団

１１
健
診
の
月
で
す
。
血
管
を
傷
つ
け

る
危
険
因
子
が
な
い
か
ど
う
か

を
毎
年
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
健

診
で
す
。
健
診
は
、
毎
年
受
け
る
こ

と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
ま

だ
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
、
職
場

な
ど
で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な

い
方
は
、
今
回
の
集
団
健
診
を
受
け

て
、
健
康
を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

※
申
し
込
み
は
、
健
診
当
日
ま
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
大
腸

が
ん
検
診
を
受
け
る
場
合
は
、
５
日

前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
も

が
ん
検
診
も
　
　
　
　
　
　
　

受
診
し
ま
し
ょ

　
受
診
し
ま
し
ょ
うう

　
平
成
　
年
の
厚
生
労
働
省
「
人
口
動

２６

態
統
計
」
で
は
、
男
性
は
「
肺
が
ん
」、

女
性
は
「
大
腸
が
ん
」
が
、
が
ん
死
亡

率
の
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
肺
が

ん
も
大
腸
が
ん
も
年
々
死
亡
率
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
で
亡
く
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

継
続
的
な
が
ん
検
診
は
、
早
期
発
見
に

大
変
有
効
で
、
し
か
も
最
近
増
加
し
て

い
る
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
の
検
診
は
、

と
て
も
簡
単
な
検
査
と
な
っ
て
い
ま

す
。
が
ん
検
診
は
、
対
象
年
齢
の
方
で

あ
れ
ば
、
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
て
も
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
大
腸
が
ん
検
診
　
　

　
便
に
含
ま
れ
る
血
液
（
潜
血
）
を
検

査
し
ま
す
。
２
日
分
の
便
を
採
取
し
て

検
診
日
に
提
出
し
ま
す
。

◆
肺
が
ん
検
診
　

　
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い

ま
す
。
長
期
間
、
大
量
に
タ
バ
コ
を

吸
っ
て
い
る
人
は
、
喀
痰
検
査
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
胃
が
ん
検
診

　
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
胃
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
を
行
い
ま
す
。

◆
ピ
ロ
リ
菌
検
査

　
便
の
中
の
ピ
ロ
リ
菌
の
抗
体
を
調

べ
ま
す
。
１
日
分
の
便
を
採
取
し
て
検

診
日
に
提
出
し
ま
す
。
胃
が
ん
の
原
因

の
　
％
以
上
が
ピ
ロ
リ
菌
に
よ
る
も

９５
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

２位 胃

《男性》《女性》

１位 大腸
２位 肺

３位 胃

４位 乳房

５位 肝臓
６位 子宮

　

死
亡
数
　
１
No

３位 大腸

４位 肝臓

１位 肺
「肺」が最も高く平
成５年以降１位

「大腸」「肺」が高
く、「大腸」は平
成１５年以降１位

（昭和・平成）（昭和・平成）

人口１０万対
（人）

人口１０万対
（人） デ

ー
タ
で
見

　
 デ
ー
タ
で
見
るる
　

　
が
ん
の
主
な

　
部
位
別
の
死
亡
率

　
※※
平
成

年
の
厚
生
労
働
省

平
成
　
年
の
厚
生
労
働
省
「「
人
口
動
態
統
計

人
口
動
態
統
計

2626

　
　
 月
報
年
計
（
概
数
）
の
概

月
報
年
計
（
概
数
）
の
概
況況
」
よ
り
引
用

」
よ
り
引
用

平成２６年

まだ間に合います

１１１１月月

 
あなたの健康を

守るのは　
 

　
 

あなた
・ ・ ・

です集集団団健健診診集集団団健健診診
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市
長
と
語
ろ
う
地
域
懇
談
会
中
間
報
告

【
意
見
】

人
口
減
少
対
策
に
お
け
る
目
玉
事
業
は
あ

る
の
か
。

【
回
答
】

　
お
試
し
住
宅
な
ど
に
よ
り
、
５
年
間
に

1
8
0
人
が
富
良
野
市
に
移
住
し
て
お
り
、

さ
ら
に
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
を
主

体
に
農
業
の
担
い
手
に
つ
い
て
も
全
国
か

ら
募
集
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
今
後

は
農
業
後
継
者
の
人
口
を
増
や
し
、
基
幹

産
業
を
育
て
て
い
く
。

　
ま
た
、
観
光
を
含
め
た
な
か
で
企
業
誘

致
を
進
め
て
い
く
。
今
年
度
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
を
一
人
で
も
多
く
産
ん
で
も
ら
う

た
め
の
施
策
や
婚
活
を
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
形
で

人
口
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

【
意
見
】

　
今
年
度
か
ら
出
会
い
総
合
サ
ポ
ー
ト
室

が
で
き
た
が
、
結
婚
適
齢
期
の
子
ど
も
を

持
つ
親
た
ち
が
集
う
機
会
づ
く
り
も
必
要

で
は
な
い
か
。

【
回
答
】

　
現
在
、
結
婚
し
た
い
人
の
登
録
や
出
会

い
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
。
ご
提
案
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み
を
広

げ
る
形
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
意
見
】

　
国
で
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を
今
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
市
で
は
取
り
組

む
予
定
は
あ
る
の
か
。
子
ど
も
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
結
婚
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
の
で
、
国
の
制
度
を
早
い
段
階
で
取
り

入
れ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】

　
国
の
支
援
制
度
の
推
移
を
み
な
が
ら
、

市
と
し
て
対
応
す
る
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。
当
面
は
出
会
い
総
合
サ
ポ
ー
ト
室
に

よ
る
、
出
会
い
の
創
出
を
優
先
的
に
実
施

し
て
い
き
た
い
。

【
意
見
】

　
避
難
準
備
、
勧
告
や
指
示
が
出
た
場
合
、

ど
こ
に
行
け
ば
良
い
の
か
。
町
内
会
に

入
っ
て
い
な
い
方
も
多
く
、
指
示
系
統
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】

　
市
に
お
い
て
気
象
状
況
に
も
と
づ
く
、

正
確
な
情
報
を
迅
速
に
提
供
す
る
の
で
、

み
な
さ
ん
に
は
安
全
安
心
メ
ー
ル
や
ラ
ジ

オ
な
ど
で
情
報
を
得
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
回
の
山
部
地
区
の
避
難
は
真
夜
中
で

あ
っ
た
が
、
町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
へ

の
連
絡
、
広
報
車
の
出
動
、
要
支
援
者
や

独
居
老
人
宅
へ
は
個
別
訪
問
を
行
っ
た
。

地
域
で
話
し
合
っ
て
、
災
害
の
際
の
一
次

退
避
場
所
を
確
保
し
て
い
た
だ
き
、
要
支

援
者
な
ど
は
市
か
ら
各
対
象
者
宅
に
出
向

い
て
い
く
。
市
で
は
、
住
民
に
避
難
な
ど

の
情
報
を
流
す
際
は
、
必
ず
避
難
場
所
の

準
備
も
同
時
に
進
め
、
受
け
入
れ
る
体
制

を
構
築
し
て
い
る
。

【
意
見
】

　
今
回
の
台
風
は
空
知
川
や
富
良
野
川
の

水
位
上
昇
で
無
頭
川
な
ど
の
小
河
川
や
水

路
が
逆
流
す
る
事
態
が
発
生
し
て
い
る
。

河
川
の
中
州
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

被
害
が
最
小
限
に
な
る
と
考
え
る
。

【
回
答
】

　
富
良
野
川
に
つ
い
て
は
北
海
道
で
現
在

整
備
を
進
め
て
い
る
。

空
知
川
は
国
で
 浚
渫
 を

し
ゅ
ん
せ
つ

行
う
と
い
う
連
絡
が
来

て
い
る
。
他
の
各
河
川

の
土
砂
対
策
に
つ
い
て

は
、
国
や
道
に
対
し
て

要
望
し
、
早
期
の
浚
渫

を
進
め
て
い
き
た
い
。

※
地
域
懇
談
会
の
記
録
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
　
日
か
ら
「
市
長
と
語
ろ
う
地
域
懇
談
会
」
が
市
内
　
カ
所
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。　

月
末
ま
で
に
９
カ
所
で

２６

１５

１０

開
催
さ
れ
、
災
害
へ
の
備
え
や
平
成
　
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
、
市
内
地
域
別
の
田
園
回
帰
１
％
戦
略
や
地
域
の
課
題

２８

な
ど
に
対
し
て
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
・
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
で
に
終
了
し
て
い
る

地
域
で
出
さ
れ
た
意
見
を
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰹問 
企
画
振
興
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
４

※対象地区は目安です。どの会場でも参加いただけますので、都合のつく日程で参加ください。

今後の開催日程　※いずれも午後６時３０分開会

皿１１月８日鰹火 　麓郷集落センター（麓郷全域）
皿１１月１０日鰹木 　東山支所（東山全域）
皿１１月１１日鰹金 　南コミセン（扇町・南町・緑町）
皿１１月22日鰹火 　東春地区コミセン（春日町・東町)　

みなさんの意見をお聞かせください

市市長長とと語語ろろうう地地域域懇懇談談会会



1133 FFuurraannoo 22001166--1111

◆
保
安
用
地
を
取
得
し
て
き
た
理
由

　
上
富
良
野
演
習
場
は
、
実
弾
射
撃
訓

練
な
ど
に
使
用
し
、
射
程
距
離
の
長
い

迫
撃
砲
の
実
弾
射
撃
訓
練
も
行
っ
て
い

る
た
め
、
安
全
性
向
上
の
観
点
か
ら
、

保
安
用
地
を
取
得
し
て
き
ま
し
た
。

◆
保
安
用
地
の
取
得
状
況

　
平
成
7
～
　
年
度
　
約
7
2
0
佐

２６

　
平
成
　
年
度
　
　
　
約
1
0
5
佐

２７

※
平
成
　
年
度
を
も
っ
て
取
得
完
了

２７

◆
演
習
場
の
範
囲

　
上
富
良
野
演
習
場
は
、
下
図
の
赤
線

で
 囲
ま
れ
た
範
囲
で
す
。保
安
用
地
は
、

そ
の
う
ち
の
網
掛
け
部
分
で
す
。

◆
安
全
対
策

虚
演
習
場
内
に
許
可
な
く
立
ち
入
る
こ

と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

許
実
弾
射
撃
訓
練
な
ど
の
際
に
は
、
関

係
者
以
外
の
人
が
、
誤
っ
て
危
険
区
域

に
入
ら
な
い
よ
う
、
要
所
に
警
戒
要
員

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

距
演
習
場
の
保
安
用
地
に
通
じ
る
ベ
ベ

ル
イ
林
道
の
入
口
に
「
立
入
禁
止
」
の

看
板
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

鋸
上
富
良
野
駐
屯
地
で
は
、
演
習
場
の

点
検
な
ど
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
看

板
の
設
置
を
行
う
と
と
も
に
、
市
町
村

の
広
報
紙
な
ど
で
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

保安用保安用地地

 道道２９８号線

富良野市

陸上自衛隊上富良野演習場及び関係市町位置図

　
上
富
良
野
演
習
場
は
、
昭
和
　
年
３０

開
設
以
来
、
実
弾
射
撃
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
防
衛
省
で
は
、
平
成
７
年
度
か
ら

演
習
場
の
東
側
隣
地
を
継
続
的
に
保

安
用
地
と
し
て
取
得
し
て
き
ま
し
た

が
、
自
衛
隊
関
係
者
以
外
の
人
が
、

誤
っ
て
演
習
場
内
に
立
ち
入
ら
な
い

よ
う
、
現
在
の
上
富
良
野
演
習
場
の

範
囲
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鰹問 
陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
    

　
業
務
隊
管
理
科
管
財
係

拶
４
５
‐
３
１
０
１
（
内
線
３
１
８
）

上
富
良

上
富
良
野野
演
習
場
の
現
状

 北８号
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珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

　
ま
た
、
今
年
　
月
下
旬
に
は
、
業
務
提

１１

携
し
た
関
西
独
立
リ
ー
グ
（
Ｂ
Ｆ
Ｌ
）
と

と
も
に
、
第
１
回
合
同
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト

（
選
抜
テ
ス
ト
）
を
行
う
予
定
で
す
。
そ

の
テ
ス
ト
の
結
果
で
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入

団
す
る
選
手
が
決
ま
り
、
選
手
た
ち
は
山

部
で
共
同
生
活
を
送
り
な
が
ら
野
球
に

と
の
何
気
な
い
会
話
や
、
や
り
取
り
を
す

る
中
で
、
い
つ
も
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
ま
し
た
。
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

行
動
や
背
中
で
示
す
地
域
の
み
な
さ
ん

か
ら
得
ら
れ
た
強
い
共
感
は
、
今
ま
で
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
年
内
は
こ
れ
で
し
ず
く
の
営
業
が
終

わ
り
ま
す
が
、
来
年
は
さ
ら
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
た
形
で
の
お
目
見
え
と
な

り
そ
う
で
す
。

山山 部部
中山昌中山 昌樹樹さんさん

　
　
　
　
　
今
年
６
月
か
ら
７
月
に
か

　
　
　
　
け
て
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
野
球

を
応
援
す
る
会
（
出
合
祐
太
代
表
）
が
、

山
部
を
舞
台
に
西
ア
フ
リ
カ
の
野
球
少

年
　
人
を
招
い
て
親
善
試
合
や
地
域
交

１２
流
を
行
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
た
め
、一
般
社
団
法
人
 北

海
道
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｈ
Ｂ

Ａ
）
を
９
月
　
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

２３

　
北
海
道
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

で
は
、
国
籍
を
問
わ
ず
プ
ロ
野
球
を
め
ざ

す
若
者
が
富
良
野
に
集
い
、
共
同
生
活
や

ア
ル
バ
イ
ト
で
自
立
心
や
積
極
性
を
高

め
、
「
成
長
プ
ロ
セ
ス
の
具
体
化
と
自
己

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
能
力
」
に
よ
り
、

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
新
し
い
夢
の

ル
ー
ト
を
開
拓
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

 地
域
お
こ

地
域
お
こ
しし

協
力
隊
通

 　
協
力
隊
通
信信
烏烏

東東 山山
笠原伸笠原 伸介介さんさん

　
　
　
　
　
今
年
の
6
月
に
リ
ニ
ュ
ー

　
　
　
　
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
東
山
エ

リ
ア
の
新
名
所
「
野
菜
工
房
し
ず
く
」
に

お
い
て
、
収
穫
祭
が
大
々
的
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
通
常
営
業
時
で
も
、
と
て
も
と

て
も
良
心
的
な
価
格
で
す
が
、
今
回
は
さ

ら
に
特
別
価
格
と
な
っ
て
お
り
、
た
い
へ

ん
賑
や
か
な
２
日
間
で
し
た
。

　
「
し
ず
く
」
の
運
営
に
参
画
す
る
関
係

者
や
農
家
の
み
な
さ
ん
は
、
地
域
の
団
結

（
オ
ー
ル
東
山
）
を
願
い
、
成
就
さ
せ
よ

う
と
の
思
い
が
溢
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

そ
の
思
い
を
前
面
に
打
ち
出
す
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
淡
々
と
運
営
を
続
け
農
産

品
の
提
供
を
続
け
て
く
れ
ま
す
。
時
々
、

店
頭
に
立
ち
な
が
ら
地
域
の
み
な
さ
ん

フェイスブックで情報
発信をしています

富良野市地域おこし協力隊

検  索 角フェイスブックを
　チェック！

▲アカデミーの設立について出合代表が富良野市に報告
した際に同行しました。

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
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珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
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珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

▲会計には野菜を買い求める人の行列

打
ち
込
む
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
ア
カ
デ
ミ
ー
代
表
の
出
合
さ
ん
は
、

「
意
欲
を
持
っ
た
若
者
が
夢
を
追
い
か
け

る
姿
か
ら
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
元
気

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　
北
海
道
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー

代
表
理
事
の
出
合
祐
太
さ
ん
（
拶
０
９
０

‐
７
５
１
７
‐
０
９
５
２
）
ま
で
。

死y
u
ta
d
e
a
i@
g
m
a
il.c
o
m

▲収穫祭は軽トラックによる販売も実施

地域おこし協力隊!地域おこし協力隊!!!
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　中富良野　

純米酒「 法  螺  吹 」
ほ ら ふき

　クリーン農業推進のまち中富良野で作ら
れた、なかふらの産米「ゆきひかり」が原料
の元になっている純米酒「法螺吹」は、淡麗
辛口でスッキリとした味わいが好評です。一
度飲んだらやみつきになること間違いな
し！

鰹問 前野商店　拶４４‐２５０４
鰹問 四方商店　拶４４‐２４１３

今月のテーマ

至極の逸品

ちょっくら

となりまち

　占冠　
メープルシロップ
「トペニワッカ」

　村のシンボルツリー「楓」を活用し、新た
な特産品の開発を進めています。今年は楓の
樹液の採取量が少量で、カナダ産をブレンド
した製品と、占冠産１００％の製品を試作。ブ
レンド品は道の駅「自然体感しむかっぷ」で
試験販売し、占冠産１００％の製品はふるさと
納税の返礼品として取り扱う予定です。

鰹問 占冠村産業建設課林業振興室　拶５６‐２１７４

　南富良野　

南ふらのもち米のパスタ
　「南ふらのもち米のパスタ」は、南富良野
の大地で育まれた、もち米「はくちょう米」を
使用し、モチモチとしたお米の食感が特徴の
パスタとなっています。道の駅「南ふらの」で
販売していますので、この機会にご賞味くだ
さい。

鰹問 南富良野町農産物処理加工センター　
拶５２‐３０１２

　上富良野　

どぶろく「大地を 醸 せ」
かも

　町の構造改革特別区域「どぶろく特区」の
認定を受け、町内東中地区のビーバーファー
ム北川さんが製造。原料に同農園の有機栽培
米１００％を使用し、自然の力が生み出す豊か
な養分をたっぷり取り込んで育った米から
造った、まさに上富良野の大地のうま味を
「醸した」お酒。同農園とリカーショップか
まだで好評販売中！

鰹問 ビーバーファーム北川　拶４５‐５８４３

ふらのワインの

  ひみつ
このコーナーでは、ふらのワインに関するさまざまな情報を提供していきます

　　今月のテーマは…

　　ぶどう品種について

ふらのワインふらのワインををおいしく飲むコおいしく飲むコツツ漁漁

「ぶどう品種」がワインの味や香りを左右する

　「良いワインは良いぶどうから」と言われていますが、「良

いぶどう」とは、どのようなぶどうでしょう。それは、品種

の特徴を最大限引き出せる状態に熟したぶどうのことです。

各品種には、それぞれ特徴的な成分が含まれ、その成分がワ

インの味や香りの決め手になります。ワイン選びに迷った場

合は、原料として使われているぶどう品種の特徴を調べなが

ら、好みのワインを探してみましょう。

ふらのワインで栽培しているぶどうの種類

　現在、製品に使用しているワイン用の主要品種は１２種類、

さらに果汁用の主要品種は４種類あります。この他にも、今

後の温暖化を見越して、これまで栽培が難しかったヨーロッ

パ系品種なども試験栽培しています。ワイン工場では、今後

も、美味しいワインを届けられるよう、さらに品質の良いぶ

どうづくりに努めていきます。

憲

憲

憲

憲

憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲

憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲

憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲

憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲
憲

ふらのワインのぶどうの品種（前編ふらのワインのぶどうの品種（前編））
セイベル１３０５３（黒ぶどう・写真左）
　アルバート・セイベル氏が品種改良してできたぶどうで、
ふらのワインで最も生産量が多い黒ぶどう。程良い渋みと酸
味で比較的飲みやすく、食事に合わせやすいタイプのワイン。
使用している商品は、ふらのワイン赤・ロゼ、バレルふらの赤。

セイベル５２７９（白ぶどう・写真右）
　セイベル氏が品種改良してできたぶどうで、ふらのワイン
で最も生産量が多い白ぶどう。柑橘系の香りがあり、爽やか
で飲みやすく、食事に合わせやすいタイプのワイン。使用し
ている商品は、ふらのワイン白、バレルふらの白、シエル。

ふらの２号（黒ぶどう）
　山ぶどうとセイベル１３０５３の交配によって生まれた、ふら
のワインのオリジナル品種。山ぶどう由来の野性的な風味と
味わいの豊かさが特徴。使用している商品は、羆の晩酌（ひ
ぐまのばんしゃく）、シャトーふらの赤、アイスワイン。

ツバイゲルトレーベ（黒ぶどう）
　オーストリア生まれの黒ぶどうで、富良野では古くから栽
培されている。非常に色が濃く、渋味もしっかりしているた
め、樽やビンでしっかりと熟成してから飲むのが良い。使用
している商品は、ツバイゲルトレーベ、シャトーふらの赤、
バレルふらの赤、羆の晩酌、テル。

ミュラートゥルガウ（白ぶどう）
　ドイツ生まれの白ぶどうで、富良野では古くから栽培され
ている。青リンゴのようなさわやかな香りやハーブ系の香り
があり、口当たりの良さが特徴。使用している商品は、ミュ
ラートゥルガウ。

▲

セ
イ
ベ
ル
１
３
０
５
３

▲

セ
イ
ベ
ル
５
２
７
９
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◆開館時間　
　火～金曜日　
　午前１０時～午後６時
　土・日曜日　
　午前９時～午後５時

◆１１月の休館日
　毎週月曜日

　３日鰹木 ・２３日鰹水 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

注目の本！

　いつも本音である、喜怒哀
楽を表に出す、物事を（損し
ない）割り切り方で処理する
…。おばさんたちの生態をさ
まざまな角度から切り取っ
た実録エッセイ。「みや通信」
配信の「おばさん事典」に加
筆し再構成。

おばさん百科 
小川 有里 

ＢＯＯＫＳ

　
　

　
昭
和
　
年
　
月
　
日
、
リ
ゾ
ー
ト
特

６１

１２

１９

急
「
フ
ラ
ノ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
が
、
富

良
野
観
光
へ
の
大
き
な
夢
と
期
待
を

乗
せ
て
、
富
良
野
駅
に
到
着
し
た
。

　
富
良
野
ス
キ
ー
場
が
国
鉄
と
計
画

を
練
っ
て
、
札
幌
苗
穂
工
場
で
１
億
４

千
万
円
を
か
け
て
製
作
さ
れ
た
ス

キ
ー
専
用
特
急
列
車
（
３
両
編
成
・
定

員
１
４
０
人
）
で
、
札
幌
か
ら
富
良
野

間
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
走
行
し
た
。

　
ロ
ー
カ
ル
線
と
な
っ
た
根
室
本
線

で
６
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
特
急
は
、
朝

に
札
幌
を
出
発
し
、
夕
方
に
な
る
と
富

良
野
か
ら
札
幌
へ
戻
る
１
日
１
往
復

で
運
行
さ
れ
た
。

　
上
り
の
札
幌
行
き
は
、
乗
車
時
間
を

２
時
間
を
切
る
ス
ピ
ー
ド
で
、
ス
キ
ー

客
以
外
の
一
般
乗
客
に
も
開
放
さ
れ
た
。

協

昭
和
　
年
（
１
９
８
６
年
）

６１

特
急
「
フ
ラ
ノ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
運
行

▼

豪
華
な
ハ
イ
デ
ッ
カ
ー
（
高
床
）
式
の
ス

マ
ー
ト
特
急
「
フ
ラ
ノ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

一般書NEW

わたしの作りおき便利帖
 / 坂田 阿希子

ふせんの技100 
/ 舘神 龍彦

ピーターラビットのすべて
/ 辻丸 純一

児童書 NEW

これはすいへいせん
/ tupera tupera　

大人になってこまらない
マンガで身につく整理整頓 
/ 大野 直人

展示・イベント

【２階展示ホール】

　パッチワーク作品展　　　１１月５日鰹土 ～１８日鰹金 まで

【２階多目的ホール】
　おはなし会　　　　　　　１１月１２日鰹土 　午前10時30分
　英語のおはなし会　　　　１１月１９日鰹土 　午前10時30分

【１階読み聞かせコーナー】
　どんぐりおはなし会　　　１１月２日鰹水 ・９日鰹水 ・１６日鰹水 ・
　　　　　　　　　　　　　３０日鰹水 （２３日はお休み）

図書館のホームページもご覧ください

富良野図書館 検  索

較

こちらをチェック！
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1177 FFuurraannoo 22001166--1111

お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

原田一成原田  一  成 さんさん (１歳) 幸町(１歳)　幸町

いっ せいっ せいい

公園デビューしました公園デビューしました！！

川合麓太朗川合  麓  太  朗 さんさん (７カ月) 麓郷市街地(７カ月)　麓郷市街地

ろく た ろう

初めての冬、楽しみだね～初めての冬、楽しみだね～！！

　
 親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
 ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は
子
育
て
の
基
本
　

　
 ～
肌
の
ふ
れ
あ
い
は
一
生
の
宝
物

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
と

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
と
はは

　
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は
心
の
栄
養
|
。
子
ど

も
が
求
め
て
来
た
と
き
に
、
愛
情
を
込
め

て
し
っ
か
り
と
抱
き
し
め
る
、
頭
を
な
で

て
ほ
め
る
な
ど
、
肌
の
ふ
れ
あ
い
は
子
育

て
の
基
本
で
す
。
笑
顔
の
ふ
れ
あ
い
を
増

や
す
と
、
心
が
安
定
し
自
尊
心
や
人
へ
の

信
頼
感
が
育
ち
、
子
ど
も
は
外
の
世
界
に

ど
ん
ど
ん
出
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は
幸
せ
ホ
ル
モ
ン

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
　

　
「
オ
キ
シ
ト
シ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
「
オ
キ
シ
ト

シ
ン
」
と
は
、
脳
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル

モ
ン
で
、
人
と
愛
情
や
絆
を
深
め
る
、
安

ら
ぎ
や
幸
福
感
を
高
め
る
な
ど
の
働
き

が
あ
り
ま
す
。
好
き
な
人
と
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
を
と
る
こ
と
で
最
も
分
泌
さ
れ
る
た

め
「
愛
情
ホ
ル
モ
ン
」
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
「
オ
キ
シ
ト
シ

ン
」
が
よ
く
分
泌
し
て
い
る
と
、
脳
が
生

涯
に
わ
た
り
愛
情
や
幸
福
感
を
感
じ
や

す
く
な
り
ま
す
。

「
ち
ょ
い
抱
き
」
が
オ
ス
ス

「
ち
ょ
い
抱
き
」
が
オ
ス
ス
メメ

　
忙
し
く
て
時
間
が
な
く
て
も
、
ほ
ん
の

少
し
ギ
ュ
ッ
と
抱
き
し
め
る
（
ち
ょ
い
抱

き
）
だ
け
で
も
、
十
分
な
効
果
が
あ
り
ま

す
。
「
お
は
よ
う
」
「
お
帰
り
」
「
お
や
す

み
」
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
や
、
子

ど
も
が
求
め
て
来
た
と
き
に
、
手
を
止
め

て
、
1
分
か
ら
2
分
程
度
、
ふ
れ
あ
い
を

増
や
す
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
例
え

短
時
間
で
あ
っ
て
も
、
心
を
込
め
た
ふ
れ

あ
い
は
、
子
ど
も
に
伝
わ
り
ま
す
。

自
己
肯
定
感
を
育
み
ま

自
己
肯
定
感
を
育
み
ま
すす

　
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
り
「
自

分
は
愛
さ
れ
て
い
る
」
「
必
要
と
さ
れ
て

い
る
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

安
心
で
き
る
と
自
信
が
つ
き
、
「
自
分
を

大
切
に
す
る
」
気
持
ち
が
芽
生
え
、
自
己

肯
定
感
が
育
ち
ま
す
。
す
る
と
自
分
の
事

だ
け
で
は
な
く
、
相
手
の
気
持
ち
も
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

す
。
自
己
肯
定
感
は
、
子
ど
も
が
大
き
く

な
っ
て
か

ら
も
育
ま

れ
て
い
く

の
で
、
子

ど
も
が
大

き
く
な
る

ま
で
ス
キ

ン
シ
ッ
プ

を
取
り
ま

し
ょ
う
。

鰹問 
虹
い
ろ
保
育
所
　
拶
２
２
‐
２
５
３
３

テーマ

 簡
単
に
で
き
る

 ス
キ
ン
シ
ッ
プ
 樺

気
軽
く
手
を
握
る

気
頭
を
な
で
る

気
お
風
呂
に
一
緒
に
入
る

気
添
い
寝
す
る

気
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る

気
抱
き
し
め
る
　
 な
ど

樺
樺

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
保
育
所
の
保
育

士
が
、
子
育
て
を
楽
し
む
コ
ツ
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

樺

樺

新
コ
ー
ナ
ー

ふふ
ら
の
～
ん
び
り
子
育

ら
の
～
ん
び
り
子
育
てて
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ズームアップ

まちのできごと

▼交通事故の撲滅を願って
富良野交通安全協会創立６０周年記念事業　９月２６日鰹月 

良野交通安全協会創立６０周年を記念し、交通

安全啓発パレードが開催され、道警カラー

ガード隊や音楽隊などがまち中をパレードしまし

た。また、文化会館では道警音楽隊の演奏会が行

われたほか、創立６０周年記念式典・交通安全市民

大会も開催されました。式典では標語コンクール

入賞者の表彰と感謝状の贈呈が行われ、参列者全

員で交通事故の根絶を誓いました。

富

北海道社会貢献賞
　　    

和５９年４月に富良野消費者協会の理事に就任
以来、事務局長や監事を歴任し、協会のリー

ダーとして率先して消費者活動を行うとともに、消
費者教育や人材育成に尽力されました。また、平成
６年４月から平成１４年３月まで消費生活相談員と
して、消費者保護において貢献をされました。これ
らの功績が認められ受賞されました。

昭

  黒  須  京子さん（８８歳）

くろ す

消費生活関係功労

▼届けよう！私たちの思い
南富良野災害復旧チャリティーイベント　１０月１日鰹土 

風１０号で大きな被害を受けた南富良野町の復

旧を支援しようと、市内の飲食店経営者など

が実行委員会を結成し、チャリティーイベントを

開催しました。会場となったマルシェ２タマリー

バには、趣旨に賛同する雑貨店や飲食店など２０店

以上が出店し、夜にはビールパーティーも催され、

来場者や関係者の思いを乗せた益金１,４９０,４６９円は

南富良野町の被災者へ届けられます。

台
▼史上最多の７校が熱演

第１４回ふらの演劇祭　１０月８日鰹土 ～１０日鰹月 

年で１４回目を迎えたふらの演劇祭。布部小中

学校をはじめ、中富良野中、麓郷中、扇山小

４年生、東小４年生、９年ぶりの出演となる富良

野小５年生や１０年ぶりとなる山部小４年生から６

年生（写真）が出演。史上最多の７校の子どもた

ちが、１カ月以上にわたって練習してきた成果を

披露するとともに、市民劇団も新規メンバー７人

を加えた総勢２１人が熱演しました。

今
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ズームアップ

まちのできごと

ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

▼山部の文化と歴史を刻む
山部文化協会創立７０周年　１０月８日鰹土 

▼教養力がモノを言う時代
第５６回北海道社会教育研究大会（上川大会）　１０月１４日鰹金 

和２１年８月に設立された山部文化協会の創立

７０周年を祝う記念式典・祝賀会が開催され、

関係者などが長きにわたる文化活動を振り返りま

した。式典で島強会長が「先輩たちの偉業を振り

返り、これからも地域の文化発展のために歩んで

いきたい」とあいさつし、協会の活動に尽力され

た方々に感謝状を贈呈。祝宴では、山部地区に伝

わる越中伝承山部獅子舞なども披露されました。

昭

制施行５０周年を記念し、文化会館で開催され

た北海道社会教育研究大会の一幕で、劇作家・

演出家の平田オリザさんが、全道各地の社会教育

委員や関係職員などを前に記念講演を行いました。

平田さんは「子どもたちや地域に住んでいる人た

ちが、教養力を培って地域の魅力を生み出してい

けるよう、教育機関や教育施設を運営していくこ

とが重要です」と話していました。

市

▼秋の実りを食べてみて
ふらの樹海野菜工房しずく収穫祭　１０月７日鰹金 ・８日鰹土 

年の販売最終日に合わせて、ふらの樹海野菜

工房しずくで秋の収穫祭が行われ、多くの来

場者で賑わいました。会場では通常の販売に加え、

樹海中学校が学校農園で収穫したかぼちゃや生産

者が軽トラックの荷台で玉ねぎなどをネット販売。

また、生産者はじゃがいもを品種ごとに切ったも

のを紹介するなど、来場者と楽しくコミュニケ―

ションを取りながら販売していました。

今

▼温かいカレーに舌鼓
富良野オムカレーウォーキング　１０月２３日鰹日 

中
心市街地と北の峰エリアを歩く富良野オムカ

レーウォーキングが開催され、多くの参加者

がイベントを楽しみました。この催しも５回目の

開催となり、今回は駅東側のコースを追加。雨や

雪が降る天候の中、参加者たちは決められたお店

を経由しながら約２時間かけてウォーキングし、

ゴールのフラノマルシェで温かい富良野オムカ

レーに舌鼓を打っていました。
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られますので、申告書の提出の際に添付してくださ
い。ただし、平成２８年１０月１日から１２月３１日までの
間に、今年初めて国民年金保険料を納められた方へ
は、翌年の２月上旬に送付されます。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん
不慮の事故など万一のときにも心強い味方となる制
度です。保険料は納め忘れのないようきちんと納め
ましょう。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２６年１１月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料
控除の対象です

　国民年金保険料は、所得税法及び地方税法上、健康
保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様
に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除
され、税額が減額されます。
　控除の対象となるのは、平成２８年中（１月から１２月
まで）に納められた保険料の全額で、過去の年度分や
追納された保険料も含まれます。また、ご自身の保険
料だけではなく、配偶者や家族（子どもなど）の国民
年金保険料を支払っている場合は、その保険料も含み
ます。なお、平成２８年中に納付した国民年金保険料に
ついて社会保険料の控除を受けるためには、年末調整
や確定申告を行うときに、領収書など保険料を支払っ
たことを証明する書類の添付が必要です。このため、
平成２８年１月１日から９月３０日までの間に国民年金保
険料を納付された方には、１１月上旬に日本年金機構か
ら「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送

　腎臓は、「血液をろ過して老廃物や有害物質を尿

として体外へ排出する」「体内の水分や塩分の調整

をする」「血圧を調整するホルモンや血液をつくる

ためのホルモンを分泌する」など、

たくさんの役割を担っていますが、

気づかないうちに、弱っていくこ

とがあります。

― 新たな国民病「慢性腎臓病（ＣＫＤ）」

　近年「慢性腎臓病（ＣＫＤ）」という 疾  患 が注目
しっ かん

されています。ＣＫＤは、一つの病気を表す病名

ではなく、腎臓の機能が慢性的に低下している状

態のことを言います。日本では、成人の約８人に

１人がＣＫＤと推計されており、「新たな国民病」

と呼ばれるようになりました。

― ＣＫＤはなぜ怖い？

　初期段階には自覚症状がありません。貧血、疲

労感、むくみなどの症状が出た時には、病気がか

なり進行している可能性があります。ＣＫＤが進

行すると腎不全になり、人工透析や腎臓移植が必

要になる場合があります。また、狭心症や心筋梗

塞といった心疾患や脳梗塞などの脳血管疾患を発

症するリスクが高くなることも分かってきました。

― ＣＫＤの危険因子

　ＣＫＤの原因には、さまざまなものがあります

が、生活習慣病（高血圧、糖尿病、脂質異常症な

ど）や慢性腎炎が代表的です。メタボリックシン

ドローム（内臓脂肪症候群）との関連も深く、誰

もがかかる可能性があります。肥満や喫煙、多量

の飲酒、運動不足、ストレスなどを取り除くこと

で腎臓への負担が減り、ＣＫＤの予防や進行を遅

らせることができます。

― 早期発見のために定期的に検査を

　自覚症状の乏しいＣＫＤの早期発見に役立つの

が、血液中のクレアチニン値を調べる血液検査と、

尿中のタンパク質の濃度を調べる尿検査です。

　一定のレベルまで腎臓が悪くなってしまうと元

に戻ることは困難になります。取り返しがつかな

くなる前に、定期的に健康診断を受けて、ＣＫＤ

の予防と早期発見に努めましょう。

 腎  臓 にやさしい生活を送りましょう！
じん ぞう

今月のテーマは　

こんにちは

保健師です！

慢性腎臓病（ＣＫＤ）の定義

虚：尿異常、画像診断、血液、病理で腎障がいの存在が
　　明らかで、特に蛋白尿の存在が重要

許：腎臓の働き（ＧＦＲ）が、６０ml/分/１.７３㎡未満に低
　　下していること

※虚許いずれか、または両方が3カ月以上持続する状態

● ●

腎腎臓臓
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所にも置いて

あります。また、消費生活

センターと山部・東山支所

に「タオル等回収ボック

ス」が設置されています。

不要になったタオル類・白

メリヤス・毛布の回収にご

協力ください。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌日本文学３０日本文学３０巻巻捌捌世界文学８５世界文学８５巻巻捌捌お雛様お雛様捌捌５月人形５月人形

捌捌座椅子式マッサージ座椅子式マッサージ機機捌捌琴琴捌捌エレクトーンエレクトーン捌捌折りたたみベッド折りたたみベッド

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌富良野高校女子制服（L富良野高校女子制服（L））捌捌柔道着（４～５号）柔道着（４～５号）

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー

環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

　平成２８年度の特殊詐欺の認知件数と被害金額は、

昨年度より減少していますが、「還付金詐欺」は

増加傾向にあります。

《還付金詐欺の主な手口》　

・市町村や年金事務所などの職員を装って「医療

　費の過払い分」「年金の未払い分」などを「還

　付します」と、電話をかけてくる。

・「携帯電話とキャッシュカードを持って、ＡＴＭ

　コーナーで今すぐ手続きをしないと無効になり

　ます」と誘い出し、電話でＡＴＭの操作を指示

　し被害者に還付金を「受け取る」手続きと誤解

　をさせて「振り込み」をさせる。

《対策》

・ＡＴＭでは、還付金を受け取れないことを認識

　しておきましょう。

・ＡＴＭ利用限度額を低く設定しておきましょう。

・「還付金があるのでATMへ」と言われたら、詐

　欺を疑い家族、身近な人、警察、消費生活セン

　ターへ相談しましょう。

　　富良野近郊でも「還付金詐

　欺」の電話がきています。他

　人事とは思わないで、注意し

　ましょう。

今月の豆知識は

注意して！　還付金詐欺

枝・草類の資源回収ステーション  
への出し方について

虚枯葉や草・小枝は乾燥させて
から無色透明の袋に入れてくだ
さい（半透明な袋、商品名や店
名などが印字されている袋、土
のう袋など、中身を確認できな
い袋を使用した場合は収集でき
ません）。

許枝は荒縄や麻ひもなどで
縛ってください（１ｍ以内
×３０㎝以内にしてください）。

距１０袋以上になる場合は、
富良野地区清掃事業協同組合（拶２３‐３９３９）に
連絡して有料回収を依頼するか、リサイクルセ
ンター（拶４２‐２１０２）へ直接搬入してください（無
料）。

小型電気ごみの出し方

虚小型電気製品専用袋で電気製品を出す
場合は、必ず袋でしばった状態で出してくださ
い。

許袋から電気製品がはみ出た状態では、回収で
きません。はみ出る場合は、粗大ごみになりま
すので、粗大ごみ処理券を購入して環境課また
は山部・東山支所で収集の申し込みをしてくだ
さい。

距小型電気ごみを出す場合は、自宅玄関前に出
してください。

「粗大ごみ処理券」販売「粗大ごみ処理券」販売所所 

自市役所（環境課）　

自山部・東山支所支所

自ローソン富良野 若松町店

自ローソン富良野 緑町店

自ローソン富良野 協会病院店

自セブンイレブン富良野 山部店

自セブンイレブン富良野 北の峰店

※上記以外の店舗では「粗大ごみ処理券」を販
　売していません。

1m以内

　
　
以
内

３０
cm

透明袋
　↓

▲

販
売
所
の
目
印
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間
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と
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た
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続
き
を
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な
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館
外
に
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で
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た
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汚
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も
多
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ま
し
た
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限
ら
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で
新
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や
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す
る
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不
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本
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ん
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図
書
館
の
本
は
市
民
の
み
な

さ
ん
共
通
の
財
産
で
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
も
う
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図
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館
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用
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に
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だ
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の
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用
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ま
す
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日

　
火
災
、
救
急
・
救
助
は
１
分

１
秒
を
争
い
ま
す
。
１
１
９
番

通
報
し
た
際
、
場
所
な
ど
を
正

し
く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
救
急

及
び
災
害
現
場
へ
の
到
着
が
遅

れ
て
し
ま
い
、
被
害
が
大
き
く

な
っ
た
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、
助
か
る
命
も
助
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ら
な
い
場
合
が
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り
ま
す
。
必

要
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情
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は
消
防
職
員
が
質
問

し
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
答

え
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
の
場
合
、
く
わ
し
い
状

況
を
聞
く
た
め
に
消
防
署
か
ら

折
り
返
し
電
話
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
救
急
隊
が
到
着
す

る
ま
で
は
電
話
に
出
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
誤
っ
て
１
１
９
番
通
報
を
し

ごみＱ＆Ａ

Ｑ.ベッドは何ごみ?

Ａ．ベッドは粗大ごみとなり
ます。環境課、各支所、また
は市内のコンビニエンススト
ア取扱店（市内ローソン及び
セブンイレブン北の峰店・山
部店）でごみ処理券を購入し、
必ず市役所に申し込みくださ
い。なお、マットレスにスプ
リングが入った物は回収でき
ませんので、専門業者（富良
野地区清掃事業協同組合拶２３
‐３９３９）に連絡してください。
※コンビニエンスストアで処
理券を購入した方は、必ず市
役所環境課（拶３９‐２３０８）に
回収の申し込みをしてくださ
い。

Ｑ.布団の出し方は？

Ａ．固形燃料ごみ袋１袋に入
る大きさのものは固形燃料ご
みとして出すことができます。
入らなければ、粗大ごみとし
て、回収の
申し込みし
てください。
写真のよう
な出し方は
回収されま
せん。

１１月号

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
直
ぐ
に

電
話
を
切
る
の
で
は
な
く
「
間

違
い
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
消
防
署
で
は
、
電

話
が
切
れ
た
場
合
、
緊
急
性
が

あ
る
と
判
断
し
、
折
り
返
し
電

話
し
ま
す
。

　
１
１
９
番
は
緊
急
時
の
み
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
災
害
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
消

防
署
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
拶
２
３
‐
２
７
１
９
）
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
消
防
署

拶
２
３
‐
５
１
１
９ ありがとうございます

友田 隆昭さん
（ふるさと納税）金２万円

河合 英典さん
（ふるさと納税）金２万円

富良野ライオンズクラブ
エゾヤマザクラ　３０本　
（247,000円相当）

富良野オムカレー推進協議会
カレーソース１００食分

寄 付

このページは広告料収入で作成しています

広報ふらのに広告
を掲載しませんか

　市では、「広報ふ
らの」の「くらし
の情報」下段に有
料広告を掲載して
います。会社やお
店の宣伝にご利用
ください。

鰹問 企画振興課

拶３９-２３０４

広告
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

低
所
得
世
帯
へ
の
 　
 

燃
料
費
支
給
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
冬
季
暖
房
用
燃
料

費
の
一
部
を
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

支
給
額
　
一
世
帯
１
０
０
０
０
円

対
象
者
　
平
成
　
年
　
月
１
日

２８

１０

現
在
富
良
野
市
に
居
住
し
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
生
活
困
窮
と

認
め
る
高
齢
者
世
帯
・
ひ
と
り

親
世
帯
・
障
が
い
者
世
帯
な
ど

で
、
世
帯
の
収
入
が
生
活
保
護

法
に
も
と
づ
く
最
低
生
活
費
の

１
・
１
倍
以
内
の
世
帯
。
た
だ

し
、
施
設
入
所
者
・
生
活
保
護

世
帯
・
燃
料
手
当
受
給
者
（
現

物
支
給
を
含
む
）
は
除
き
ま
す
。

鰹問 
社
会
福
祉
協
議
会

拶
３
９
‐
２
２
１
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

源
泉
所
得
税
・
復
興
特

別
所
得
税
の
納
付
期
限

　
納
期
の
特
例
の
適
用
を
受
け

た
方
の
、
７
月
か
ら
　
月
ま
で

１２

に
源
泉
徴
収
を
し
た
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
の
納
付
期

限
は
平
成
　
年
１
月
　
日
鰹金 
で

２９

２０

す
。
忘
れ
ず
に
次
の
方
法
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
方
法
　

虚
金
融
機
関
（
郵
便
局
、
銀
行
、

信
用
金
庫
）、
ま
た
は
富
良
野
税

務
署
の
窓
口
で
、
現
金
に
納
付

書
を
添
え
て
納
付
す
る

許
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
な
ど
を
利

用
し
て
電
子
納
税
す
る
（
利
用

に
は
事
前
に
税
務
署
へ
届
出
が

必
要
で
す
。）

鰹問 
富
良
野
税
務
署

拶
２
２
‐
２
１
４
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

竜
巻
注
意
報
～
身
の

安
全
を
確
保
し
よ
う

　
平
成
　
年
　
月
7
日
午
後
1

１８

１１

時
　
分
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
佐

２３
呂
間
町
で
発
生
し
た
竜
巻
で
は
、

死
者
9
人
、
負
傷
者
　
人
、
住

２９

宅
の
全
壊
　
棟
、
半
壊
8
棟
な

１０

ど
大
変
大
き
な
災
害
が
発
生
し
、

竜
巻
の
怖
さ
を
あ
ら
た
め
て
教

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
竜
巻
そ
の
も
の
の
予
測
は
難

し
い
で
す
が
、
気
象
台
の
情
報

で
は
、
竜
巻
発
生
の
可
能
性
に

応
じ
て
次
の
よ
う
に
表
現
し
て

い
ま
す
。

虚
「
気
象
情
報
」
の
中
で
、「
竜

巻
な
ど
激
し
い
突
風
の
お
そ

れ
」
と
明
記
許
「
雷
注
意
報
」

を
発
表
し
、
落
雷
、
ひ
ょ
う
な

ど
と
と
も
に
「
竜
巻
」
も
明
記

距
「
竜
巻
注
意
情
報
」
を
発
表

　
ま
た
、
発
達
し
た
積
乱
雲
の

近
づ
く
兆
し
を
察
知
し
た
場
合

に
は
、
頑
丈
な
建
物
内
に
移
動

し
窓
か
ら
離
れ
る
、
ま
た
、
逃

げ
場
が
無
い
と
き
に
は
側
溝
に

身
を
ひ
そ
め
る
な
ど
、
身
の
安

全
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

【
発
達
し
た
積
乱
雲
の
近
づ
く
兆
し
】

虚
真
っ
黒
い
雲
が
近
づ
き
、
周

囲
が
急
に
暗
く
な
る
許
雷
鳴
が

聞
こ
え
た
り
、
電
光
が
見
え
た

り
す
る
距
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
冷
た

い
風
が
吹
き
出
す
鋸
大
粒
の
雨

や
「
ひ
ょ
う
」
が
降
り
出
す
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
竜
巻
は
現
象
が
早
い
の
で
、

『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
』
意

識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

鰹問 
旭
川
地
方
気
象
台

拶
０
１
６
６
‐
３
２
‐
７
１
０
２

鉄道フォーラムin富良野
　ＪＲ根室本線の利用者が減少しているなかで、ローカル線活性化

の成功事例である、いすみ鉄道（千葉県）の鳥塚社長をお招きし、

根室本線を元気にするために何ができるのかを地域全体で考える講

演会を開催します。

と　き　１１月１４日鰹月 午後２時３０分

ところ　文化会館

講　演　「根室本線を元気にする方法」

講　師　鳥塚 亮さん（いすみ鉄道(株)代表取締役）

【パネルディスカッション】

テーマ「根室本線の未来を創造する～できることからはじめませんか～」

《パネリスト》

鳥塚 亮さん（いすみ鉄道株式会社代表取締役）

永山 茂さん（北海道鉄道観光資源研究会代表）

中嶋 茂夫さん（鉄道ジャーナリスト）

能登 芳昭さん（根室本線対策協議会会長・富良野市長）

《コーディネーター》　林 克弘さん（北の観光まちづくりリーダー）

申込み　１１月８日鰹火 までに企画振興課へ電話で申し込みください

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４

根室本線対策協議会主催 1111月月はは労労働働保保険険適適用用
促促進進強強化化期期間間でですす
　労働保険とは、労災保険と雇用

保険の総称で、労働者の生活の安

定、福祉の増進などを図ることを

目的に、国が直接管理運営してい

る保険です。農林水産業の一部を

除き、労働者を一人でも雇用する

事業については、法人・個人問わ

ず加入が義務づけられています。

鰹問 北海道労働局労働保険徴収課

拶０１１‐７０９‐２３１１
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 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

子
ど
も
未
来
　
　
　
　

　
 づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
子
ど
も
た
ち
が
、
日
々
の
学

習
活
動
や
集
団
活
動
な
ど
か
ら

学
ん
だ
成
果
や
特
色
あ
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹水 

１１

３０

　
　
　
午
前
９
時
～
　
時
　
分

１１

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

発
表
校
　
富
良
野
小
６
年
、
東

小
５
年
、
山
部
小
６
年
、
鳥
沼

小
３
・
４
年
、
樹
海
小
５
・
６

年
、
扇
山
小
５
年
、
布
礼
別
小

５
・
６
年
、
布
部
小
５
・
６
年
、

麓
郷
小
６
年

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
市
民
糖
尿
病
講
演
会

「
こ
わ
い
ぞ
 糖
尿
病
」

　
　
月
　
日
は
「
世
界
糖
尿
病

１１

１２

デ
ー
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
糖

尿
病
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹土 

１１

１２

　
　
午
後
２
時
（
　
分
前
受
付
）

30

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
会
議
室

講
演
虚
「
歯
周
病
と
糖
尿
病
の

こ
わ
い
関
係
」

講
　
師
　
干
野
 洋
さ
ん
（
ふ
ら

の
駅
前
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
）

講
演
許
「
糖
尿
病
と
お
口
の
ケ

ア
」

講
　
師
　
伊
藤
 佳
美
さ
ん
（
ふ

ら
の
駅
前
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
歯

科
衛
生
士
）

入
場
料
　
無
料

鰹問 
富
良
野
医
師
会

拶
２
２
‐
２
７
６
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
森
の
朗
読
　
　
　

　
　
　
　
　
分
間
劇
場

１０

　
朗
読
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

ヨ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
　
月
６
日
鰹日 

１１

　
午
後
１
時
（
開
場
は
　
分
前
）

３０

と
こ
ろ
　
演
劇
工
場

入
場
料
　
５
０
０
円
（
中
学
生

以
下
無
料
・
小
学
生
は
大
人
同
伴
）

鰹問 
演
劇
工
場拶

３
９
‐
０
３
３
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
ア
ー
ト
　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
絵
画
展

「
2
0
1
6
 

C
O
L
L
E
C
T
IO
N

G
A
L
L
E
R
Y
]

　
富
良
野
ゆ
か
り
の
洋
画
家
・

小
野
州
一
、
盛
本
学
史
の
絵
画

約
　
点
を
展
示
し
ま
す
。

２０
と
　
き
　
　
月
　
日
鰹土 
～
3
月

１１

１９

5
日
鰹日 

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
及
び

　
月
　
日
～
1
月
5
日

１２

３１

開
館
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後

5
時
　

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
無
料

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

お
や
こ
劇
場
の
催
し

◆
人
形
劇
団
京
芸

「
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
が
じ
ゃ
ん
！
　

　
パ
ー
テ
ィ
ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
」

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹木 

１１

２４

午
後
６
時
　
分
（
　
分
前
開
場
）

３０

１５

と
こ
ろ
　
瑞
穂
コ
ミ
セ
ン

対
　
象
　
小
学
1
年
生
以
上

※
お
や
こ
劇
場
は
会
員
制
の
会

で
入
会
金
２
０
０
円
・
月
会
費

１
０
０
０
円
（
４
歳
以
上
）
で

３
歳
以
下
は
無
料
で
す
。
当
日

の
入
会
も
可
能
で
す
。

鰹問 
お
や
こ
劇
場

拶
２
２
‐
５
８
９
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

税
を
考
え
る
週
間

　
全
国
各
地
で
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
し
て
、
各
種
行
事
が

ふらの未来農業ゼミナール
鞄ジュニア野菜ソムリエ養成講座

と　き　１１月１６日鰹水 　午前１０時１５分

　　　　１１月１７日鰹木 　午前１０時３０分

ところ　保健センター

参加料　有料（先着３０人）

鞄「土づくりゼミ」「ＧＡＰゼミ」「経営強化ゼミ」

と　き　1１月１８日鰹金 　午後１時30分～　

ところ　文化会館

参加料　無料

講　師　（土づくり）後藤 逸男さん（東京農大名誉教授）
　　　　（ＧＡＰ ）　武田 泰明さん
　　　　　　　　　（アジアＧＡＰ総合研究所所長）
　　　　（経営強化）寺坂 祐一さん（寺坂農園代表取締役）

ふふららのの未未来来農農農農農農農農農農農業業EEXXPPOO2200１１６６

フラノファーマーズギフトショー
　生産者が手がけた加工品が勢ぞろい!!

と　き　１１月２０日鰹日 　午前１０時～
ところ　フラノマルシェ２タマリーバ
入場料　無料

問合せ/申込み　農林課拶３９‐２３０９

ふらの未来農業フォーラム
と　き　１１月１９日鰹土 　午後２時　
ところ　文化会館
参加料　無料（先着100人）
講　演　「農業の新しいカタチを創る」
講　師　田中 進さん（㈱サラダボウル代表取締役）

鞄オープニング
「富良野農業の現状と課題及びそれに対する取り組み」
原 正明さん（富良野市経済部長）
植﨑 博行さん（ＪＡふらの代表理事組合長）

鞄農業実践者のトークセッション
《コーディネーター》
東山 寛さん（北海道大学農学部准教授）
《パネラー》
田中 進さん（㈱サラダボウル代表取締役）
薄田 健格さん（ふらの食と農の創造プロジェクト）
天間 紀明さん（㈱天間農産本舗）
上田 聡さん（ウエダオーチャード）

農業機械・資材・ＩＴ展
　３０社以上のメーカーが最新農業機械などを展示

と　き　１１月１８日鰹金 ・１９日鰹土 　午後１時～
ところ　文化会館・市役所駐車場内
入場料　無料
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行
わ
れ
ま
す
。
富
良
野
市
で
も
、

市
民
が
税
を
身
近
な
も
の
と
し

て
考
え
、
税
の
意
義
や
役
割
を

正
し
く
認
識
し
、
税
務
行
政
へ

の
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
書
道
展
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

展
示
期
間
　

　
　
　
　
月
　
日
鰹金 
～
　
日
鰹木 

１１

１１

１７

展
示
場
所
　
文
化
会
館
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
、
東
山
支
所

鰹問 
税
務
課

拶
３
９
‐
２
３
０
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

憲
法
出
前
授
業

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹土 

１１

１９

午
後
１
時
　
分
（
１
時
開
場
）

３０

と
こ
ろ
　
富
良
野
市
女
性
セ
ン

タ
ー
２
階

内
　
容
　
日
本
国
憲
法
公
布
か

ら
　
年
「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と

７０
憲
法
」
～
憲
法
変
え
る
の
？
変

え
な
い
の
？
～

講
　
師
　
川
原
 茂
雄
さ
ん
（
札

幌
学
院
大
学
特
任
教
授
）

参
加
料
　
３
０
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
）

そ
の
他
　
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
用

意
し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
　１１

月
　
日
鰹火 
ま
で
に
申
し
込
み
く

１５
だ
さ
い
。

鰹問 
ふ
ら
の
九
条
の
会
（
森
さ
ん
）

　
　
　
　
拶
２
２
‐
４
７
７
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
市
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

樹
海
地
区
ハ
ー
ト
で
ト
ー
ク

　
育
児
や
家
庭
教
育
に
つ
い
て
、

自
由
に
意
見
交
換
し
、
地
域
全

体
で
子
育
て
を
考
え
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
６
日
鰹火 

１２

　
　
　
　
　
　
午
後
６
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
東
山
公
民
館

講
　
演
　
「
豊
か
な
心
を
育
て

る
家
庭
教
育
」

講
　
師
　
榎
本
 和
歌
子
さ
ん

（
道
北
家
庭
教
育
研
究
グ
ル
ー
プ

ク
リ
ー
ミ
ー
マ
マ
の
会
代
表
）

入
場
料
　
無
料

申
込
み
　
　
月
　
日
鰹水 
ま
で
に

１１

３０

樹
海
中
学
校
へ
F
A
X
（
２
７
‐

２
１
０
８
）
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す
。
気
軽
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
樹
海
中
学
校

拶
２
７
‐
２
１
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

な
ん
ぷ
に
届
け
！
　

ス
ガ
デ
ガ
ス
＠
和
音

　
南
富
良
野
町
を
応
援
す
る
た

め
、
道
内
で
ラ
イ
ブ
を
行
っ
て

い
る
ス
ガ
デ
ガ
ス
さ
ん
の
ラ
イ

ブ
を
行
い
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹土 

１１

２６

　
午
後
７
時
（
　
分
前
開
場
）

３０

と
こ
ろ
　
街
な
か
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
C
a
f
e
辞
和
音
辞
（
朝

日
町
４
番
６
号
）

入
場
料
　
２
０
０
０
円
（
　
歳
１２

以
下
無
料
・
お
菓
子
付
き
）

※
収
益
の
一
部
を
義
援
金
と
し

て
寄
附
し
ま
す

鰹問 
街
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
C
a

f
e
辞
和
音
辞
（
遠
藤
さ
ん
）

拶
０
９
０
‐
５
９
５
１
‐
３
１
０
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ピ
ア
ネ
ッ
ト
ふ
ら
の
研
修
会

テ
ー
マ
「
医
療
か
ら
み
た
薬
物

依
存
」

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１１

２７

　
　
　
　
午
後
1
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

講
　
師
　
石
澤
 秀
明
さ
ん
（
北

の
峰
病
院
名
誉
院
長
）

参
加
料
　
無
料

鰹問 
ピ
ア
ネ
ッ
ト
ふ
ら
の
（
蔵
田
さ
ん
）

拶
０
８
０
‐
６
０
６
７
‐
５
３
８
３

 平成２８年度　通年雇用促進支援事業/雇用確保に係る事業

「売る」商品づくりの研修会

と　き　１１月１５日鰹火 ・１２月１３日鰹火 　午後１時３０分
ところ　文化会館
参加料　無料
講　師　山口 祐輔さん（㈱リプロール代表取締役）

【第１回（11月15日）】
鞄商品開発の為の商品企画書を作ろう・講習会
　構想から販売、パッケージデザイン、価格設定、
プロモーション、競合分析について

鞄６次産業化の事例発表
虚「K'sFARMがめざすもの」
　梶 宗徳さん（K'sFARM代表取締役）

許「６次産業化を始めて６年目、見えてきた海外展開」
　藤井 雄一郎さん（藤井牧場代表取締役社長）

【第２回（１２月１３日）】
鞄商品開発の為の商品企画書を作ろう・個別面談
　山口さんとの個別面談（希望事業所のみ、要予約）

６次産業化促進支援事業

　社長の「想い」を伝えるツール、８×８の

原則、コミュニケーションツールとしての活

用術、人材確保の受け皿（環境・育成）づく

りなどについて講演します。

と　き　１１月２８日鰹月 　午後２時
ところ　富良野地域人材開発センター

参加料　無料

講　師　吉田 淳一さん（人事労務総合研究所 
　　　　所長）

会社の未来が変わる

　従業員を幸せにし、

　会社を守る就業規則の

　作り方＆活用術

人材確保・定着・環境づくりセミナー

鰹問 富良野広域圏通年雇用促進協議会（商工観光課内）拶３９‐２３１２
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講習場所講　師テキスト該当箇所講習内容講習時間開始時間月　日

保健センター
２階研修室

行政担当者
アドバイザー

第10章　子育て支援サー
ビスを提供するために

虚事業を円滑にするために

許保育サービスを提供するために
１時間午前９時～

１１月２１日鰹月 
臨床発達
心理士

第２章　
心の発達と保育者の関わり

心の発達とその問題４時間

午前10時～

第３章　障がいのある子の
預かりについて

午後１時～

保健師第４章　身体の発育と病気身体の発育と病気２時間午前10時～

１１月２２日鰹火 
栄養士

第９章　
子どもの栄養と食生活

子どもの栄養と食生活２時間午後１時～

スポーツセンター
サブアリーナ

保育士

第８章　子どもの遊び子どもの遊び（実習）２時間午前10時～

１１月２４日鰹木 

保健センター
２階研修室

第１章　保育の心保育の心１時間午後１時～

第７章　
子どもの生活のケアと援助

子どもの世話１時間午後２時～

保健師
第５章　
小児看護の基礎知識

小児看護の基礎知識２時間午前10時～

１１月２８日鰹月 
消防署職員

第６章　事故による子どもの
障がい、実態、予防、応急措置

安全・事故２時間午後１時～

鞄この講習会は提供会員（サポーター）の方が援助活動を行うため必要となる講習会です
鞄参加費は無料（テキストは無償配布します）年会費などの個人負担はありません
鞄託児を行いますので、必要な方は、事前に申し出ください
鞄１１月１６日鰹水 までに申し込みください

申込み/問合せ　富良野市ファミリー・サポート・センター（保健センター２階）拶22-3100

　ファミリー・サポート・センターでは、地域において子育てについて手助け

の欲しい人（依頼会員）とお手伝いできる人（提供会員）とで会員組織をつく

り地域で子育てを支え合い、子育てに安心できる環境づくりをめざしています。

　ひとこまの受講も可能です。気軽に申し込みください。

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
・
道
営
住
宅
　
　
　

入
居
者
募
集

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅

北
の
峰
南
団
地
（
北
の
峰
町
６
番
）

昭
和
　
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

５６

瑞
穂
団
地
（
瑞
穂
町
７
番
）

昭
和
　
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

６０

ユ
ー
フ
レ
団
地
（
山
部
北
町
１
番
）

平
成
５
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

東
山
団
地
（
東
山
市
街
）

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
　
２
戸

５３

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅
（
単
身

入
居
可
）

東
山
団
地
（
東
山
市
街
）

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
　
２
戸

５２

●
高
齢
者
等
世
帯
向
け
住
宅

（
高
齢
者
単
身
入
居
可
）

緑
町
団
地
（
緑
町
３
番
）

平
成
９
年
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

●
高
齢
者
等
世
帯
向
け
住
宅

（
高
齢
者
単
身
入
居
不
可
）

し
ら
か
ば
団
地
（
錦
町
８
番
）

平
成
　
年
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

１１

受
付
期
間
　

　
　
　
　
月
７
日
鰹月 
～
　
日
鰹金 

１１

１８

入
居
資
格
　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

鋸
申
込
者
（
そ
の
同
居
者
、
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
を
含

む
）
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

家
　
賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入

に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類

（
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

審
議
会
委
員
の
公
募

◆
富
良
野
市
障
が
い
者
計
画
策

定
市
民
委
員
【
３
人
】

任
　
務
　
障
が
い
者
施
策
の
総

合
的
・
計
画
的
な
推
進
を
図
る

た
め
の
審
議

応
募
資
格
　

　
市
内
に
居
住
す
る
　
歳
以
上

２０

の
方
で
、
概
ね
隔
月
１
回
程
度

の
会
議
に
出
席
可
能
な
方

任
　
期
　
平
成
　
年
1
月
1
日

２９

～
平
成
　
年
3
月
　
日

３０

３１

報
　
酬
　

　
2
7
5
0
円
（
税
込
）・
交
通
費

　
円
／
　
（
片
道
5
　
以
上
）

２０

km

km

応
募
期
間
　
　
月
　
日
鰹金 
ま
で

１２

１６

申
込
み
　
福
祉
課
に
あ
る
申
込

書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

富良野市ファミリー・サポート・センター講習会
（サポーター養成講習会）
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　個人住民税の「特別徴収」とは、従業員に給与

を支払っている事業主が、所得税の源泉徴収と同

じように、毎月従業員に支払う給与から個人住民

税(市・道民税)を天引きし、納入する制度です。

　事業主(給与支払者)は、法人・個人を問わず、す

べての従業員(例外有り、下記Q４参照)について、

個人住民税を特別徴収しなければなりません(地方

税法第３２１条の４)。

　事業主のみなさんは、特別徴収の実施をお願い

します。なお、特別徴収について、よくある疑問

点についてお知らせします。

Q１どのような場合に特別徴収となるのか？

　従業員が前年中に給与の支払いを受け、かつ当

年の４月１日においても給与の支払いを受けてい

る場合は特別徴収をしなければなりません。

Q２パートやアルバイトの従業員も特別徴収しな

ければならないのか？

　通年(月単位ではなく)で雇用するアルバイト、

パートや役員など、すべての従業員について、特

別徴収する必要があります。

Q３従業員から普通徴収で納めたいと言われた場

合は？

　従業員の希望により普通徴収を選択することは

できません。

Q４特別徴収の例外で、普通徴収(納付書による納　

税義務者本人の支払い)となるのはどんな場合か？

虚総受給者が２人以下の事業主から給与の支払を

　受けている方

許通年で雇用されていない方

距給与が毎月支給されていない方(数カ月に１回、

不定期での支給など)

※その他にも例外となる場合があります。問い合

わせください。

Q５従業員数が少ないので、毎月市に納入するのは

面倒である

　特別徴収は、年１２回市へ納入していただくこと

が原則ですが、従業員数が常時１０人未満の事業主

に限り、市に申請し承認を受けることで、年２回

の納入で済む「納期の特例」を利用することがで

きます（従業員給与からの天引きは毎月すること

になります）。

Q６申し込み手続きや税額計算が面倒では？

　制度開始の申し込みは毎年、１月末日まで市役

所に提出している給与支払報告書で対象従業員を

指定し、総括表に人数を記入するだけです。

　また、毎月天引きする税額の計算は市で行い、

事業主に通知(制度を実施する年度の５月末日まで

に)しますので、事業主が行う計算は不要です。

　個人住民税の特別徴収について不明な点は税務

課課税係に問い合わせください。

事業主のみなさんへ

個個人人住住民民税税のの「「特特別別徴徴収収((給給与与天天引引))」」のの
実実施施ををおお願願いいししまますす

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

鰹問 
福
祉
課

拶
3
9
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
ス
キ
ー
ホ
ス
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
富
良
野
ス
キ
ー
場
で
外
国
人

に
富
良
野
の
魅
力
を
伝
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

簡
単
な
日
常
英
会
話
と
、
あ
る

程
度
の
ス
キ
ー
レ
ベ
ル
が
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
ホ
ス
ト
と
し

て
活
動
で
き
ま
す
。

鞄
第
１
回
ス
キ
ー
ホ
ス
ト
打
ち

合
わ
せ

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１１

２０

　
　
午
後
2
時
（
2
時
間
程
度
）

と
こ
ろ
　
ニ
ュ
ー
富
良
野
ホ
テ

ル
2
階
花
の
間

持
ち
物
　
筆
記
用
具

参
加
料
　
無
料

内
　
容
　
ス
キ
ー
ホ
ス
ト
の
活

動
内
容
及
び
ス
キ
ー
ホ
ス
ト
の

申
し
込
み
、
活
動
に
お
け
る
意

見
交
換
な
ど
。

鰹問 
ふ
ら
の
観
光
協
会

拶
２
３
‐
３
３
８
８

 市
民
参
加
手
続

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
結
果

鞄
富
良
野
市
建
設
関
係
手
数
料

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
９
月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま

２９

10

18

で
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
行
い
ま
し

た
が
、
意
見
の
提
出
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

鰹問 
都
市
建
築
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
予
告

鞄
第
二
次
富
良
野
市
環
境
基
本

計
画
　
富
良
野
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
の
一
部
見
直
し

に
つ
い
て

実
施
期
間

　
　
月
　
日
鰹火 
～
　
月
5
日
鰹月 

１１

１５

１２

※
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
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災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。
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▼ ある学校の入試でレゴブロックの作品づくりが出
題されたり、ある自治体の職員採用試験では劇の制作
発表が行われたり、子どもたちに求められている能力
は、変わりつつあるようです。こうした中、今年度か
ら新たに生涯学習センターで取り組みだした「森林学
習プログラム推進事業」によって、子どもたちの未来
が明るく開けていくことを願っています！（む）

▼冬が近づき、まちを囲む山々の山頂は雪で白く
なってきました。１０月は暖かかったり寒かったり
と気温の変化にまだ体が慣れないうちに、野外イ
ベントも重なり、ちょっと風邪気味な日々が続い
ています。「病は気から」ということで、何事も
気合いで乗り切ろうと思う今日この頃。みなさん
も今時期の体調管理には気をつけましょう。（ほ）

レオン（２歳）

神谷さん家のアイドル

愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ瑛

＝今月のリレーは＝

金子 栄二 さんから ▼ 神谷 かおりさんへ

＝来月は＝

神谷 かおり さんから　 ▼ 丸山 隆 さんへ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

　人懐っこくて、子ども

たちの友だちが遊びに来

ると、うれしさのあまり

ついついはしゃいでしま

うレオン。食いしん坊で

特におやつは大好きなの

で、食べた分は毎日２回

の散歩で消費してます。


